
中
世
菅
浦
に
お
け
る
村
落
領
域
構
…
成
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i
景
観
復
元
を
通
し
て
一

太

田

浩

司

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
世
村
落
史
は
、
今
、
一
つ
の
段
階
を
お
え
、
新
た
な
る
視
覚
か
ら
の
追

究
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
具
体
的
に
述
べ
よ
う
。
本
稿
が
扱
う
、
中
世
後
期
村
落
i
惣
に
限
っ
て
い

え
ば
、
最
近
に
な
っ
て
、
仲
村
器
量
、
黒
田
弘
子
氏
、
田
端
泰
子
氏
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
次
々
と
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、
六
〇
～
七
〇
年
代
の
成
果
の
集
大
成
が
な

さ
れ
た
。

　
一
方
、
八
○
年
代
に
入
っ
て
起
っ
た
、
新
し
い
視
点
か
ら
の
き
り
こ
み
と

し
て
は
、
特
に
次
の
二
つ
に
澄
目
し
た
い
。

　
一
つ
は
、
藤
木
久
志
氏
に
よ
る
中
世
後
期
に
お
け
る
村
の
自
力
・
肖
検
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
追
及
と
、
そ
の
近
世
へ
の
継
承
を
説
く
動
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
検
断
・

境
相
論
な
ど
に
現
わ
れ
る
村
の
諸
機
能
の
分
析
を
通
し
て
、
近
世
村
の
成
立

を
中
世
後
期
の
村
－
惣
の
中
に
見
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
「
土
一

揆
の
敗
北
・
専
政
支
配
の
確
立
」
に
象
徴
さ
れ
る
両
時
代
把
握
の
断
絶
を
、

な
ん
と
か
克
服
し
よ
う
と
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
勝
俣
鎮
夫
氏
も
、

村
請
制
の
原
型
を
惣
の
地
下
請
に
み
る
こ
と
で
、
両
時
代
に
お
け
る
村
落
の

　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
貫
制
を
説
い
て
い
る
。
す
で
に
、
近
世
村
落
史
の
側
か
ら
は
、
水
本
邦
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

疑
に
よ
っ
て
、
両
時
代
を
通
し
た
村
落
研
究
の
有
効
性
は
主
張
さ
れ
て
い
た

と
は
い
え
、
中
世
史
側
か
ら
の
こ
う
い
っ
た
視
点
の
深
化
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
景
観
論
の
隆
盛
で
あ
る
。
過
去
の
景
観
を
復
元
し
、
そ
の

成
果
を
用
い
て
、
具
体
的
か
つ
視
覚
的
に
歴
史
事
象
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と

す
る
こ
の
方
法
は
、
な
に
も
中
世
村
落
史
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
中
世

史
さ
ら
に
は
面
縛
史
全
体
に
わ
た
っ
て
、
研
究
の
前
進
を
も
た
ら
し
た
。

佐
倉
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
代
表
さ
れ
る
、
各
博
物
館
で
の
模
型
・



申世菅浦における村落領域構成（太N）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ジ
オ
ラ
マ
の
作
成
は
、
こ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
く
れ
る
。
申
世
村
落
史

は
、
こ
の
恩
恵
を
、
も
っ
と
も
こ
う
む
っ
た
分
野
と
い
え
、
そ
の
成
果
も
多

い
。　

吉
田
敏
弘
氏
は
、
薩
摩
入
来
院
の
事
例
を
用
い
て
、
辺
境
に
お
け
る
中
世

村
落
の
変
容
を
、
耕
地
と
集
落
の
変
動
を
通
し
て
、
み
ご
と
に
描
い
て
み
せ

⑥た
。
服
部
英
雄
氏
は
、
史
料
と
し
て
の
地
名
の
有
効
性
を
実
証
し
た
上
で
、

領
主
館
の
荘
園
内
に
お
け
る
位
置
や
直
営
田
と
の
関
係
、
一
荘
園
の
開
発
の

進
展
状
況
な
ど
を
例
示
し
な
が
ら
、
地
名
を
中
心
と
し
た
景
観
復
元
が
、
文

献
史
料
を
補
い
、
ま
た
そ
の
誤
り
を
訂
正
す
る
役
割
を
果
す
こ
と
を
述
べ
ら

　
　
　
⑦

れ
て
い
る
。
　
一
連
の
竹
本
豊
重
氏
の
研
究
は
、
備
中
国
新
見
在
の
領
家
・
地

頭
屋
敷
の
あ
り
方
、
中
世
の
道
な
ど
に
つ
い
て
豊
富
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

撮
・　

本
稿
は
、
中
世
後
期
村
落
史
研
究
の
上
で
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

近
江
国
菅
浦
荘
を
取
り
上
げ
、
今
述
べ
た
他
地
域
で
の
先
学
の
研
究
を
参
考

と
し
な
が
ら
、
地
名
・
伝
承
に
よ
る
景
観
復
元
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
山
門
樒
那
院
領
菅
浦
荘
は
、
隣
荘
寺
門
円
満
院
領
大
浦
荘
と
激
烈
な
境

相
論
を
展
開
し
た
地
と
し
て
知
ら
れ
、
村
掟
・
検
注
帳
な
ど
豊
富
な
文
献
史

料
が
残
存
、
矢
玉
に
つ
い
て
触
れ
た
論
著
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
程
登

　
　
　
　
　
　
　
⑨

場
す
る
村
落
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
に
も
、
当
地
の
村
落
復
元
を
試
み

た
仕
事
は
見
当
ら
な
い
。

　
他
の
惣
村
に
関
す
る
景
観
復
元
の
仕
事
と
し
て
は
、
吉
田
敏
弘
氏
に
よ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

近
江
国
今
堀
を
素
材
に
し
た
研
究
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
氏
は
、
そ
こ
で
惣
の

形
成
・
展
開
と
そ
の
土
地
利
用
の
関
連
を
軸
と
し
て
論
を
立
て
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
最
近
、
と
み
に
注
目
を
あ
び
て
い
る
村
落
領
域
論
を
基
軸
に
す
え
、

中
世
菅
浦
の
景
観
復
元
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
さ
て
、
従
来
民
俗
学
で
は
、
道
切
り
と
い
う
民
俗
事
象
に
よ
っ
て
ム
ラ
の

内
と
外
が
明
確
に
仕
切
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
村
落
の
空
間
構
造
や
村
民

の
世
界
観
を
把
握
す
る
こ
と
に
感
心
が
払
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、

福
田
ア
ジ
オ
氏
は
、
図
1
に
示
し
た
よ
う
な
、
1
・
H
・
皿
の
部
分
が
同
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

円
理
に
配
置
さ
れ
る
模
式
的
な
村
落
領
域
論
を
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

領
域
は
、

思

f
i

　ノブ

　ヤマ

図1　禰田アジオ氏による村落領

　　　域構成模式図

ー
ム
ラ
”
臨
集
落
”
定
佳

地
と
し
て
の
領
域

ー
ム
ラ
ー
－
耕
地
”
生
産

　
地
と
し
て
の
領
域

皿
ヤ
マ
ー
林
野
“
採
取

　
地
と
し
て
の
領
域

と
整
理
さ
れ
る
。
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さ
ら
に
、
こ
の
理
論
を
中
世
語
新
史
に
応
用
し
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

水
野
章
二
氏
と
田
村
憲
美
氏
で
あ
る
。
両
氏
は
、
山
城
国
玉

井
・
石
垣
両
荘
や
大
和
国
平
野
殿
荘
の
事
例
を
用
い
、
鎌
倉

後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
境
相
論
を
中
心
と
す
る
、

村
民
の
主
体
的
な
活
動
に
よ
り
、
こ
の
三
つ
の
領
域
を
も
つ

村
落
が
成
立
し
て
い
く
こ
と
を
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
こ
で
成
立
し
た
村
落
空
間
が
、
近
世
の
村
の
原
型

と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
外
郭
は
現
在
の

大
字
の
境
と
し
て
生
き
て
い
る
場
合
も
多
い
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
村
落
領
域
論
を
、
菅
浦
景
観
復
元
の
道

案
内
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
先
学
二
氏
の
よ
う
に
、
そ
の
空

間
構
成
の
成
立
・
展
開
を
動
的
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
中
世
後
期
、
す
で
に
三
つ
の
領
域
構
成
が
で
き
上
が
っ

て
い
た
時
期
を
取
り
上
げ
、
皿
か
ら
一
へ
と
、
順
を
追
い
横

断
的
に
各
領
域
要
素
の
分
析
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
村
落
領
域
論
さ
ら
に
は
景
観
論
の
有
効

性
を
確
認
す
る
と
共
に
、
菅
浦
の
文
献
研
究
に
豊
富
な
地
誌

的
な
デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
と
考
え
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
三
浦
の
地
形
・
現
況
に
つ
い
て
、
簡
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中世菅浦における村落領域構成（太田）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

単
に
ま
と
め
て
お
く
。

　
滋
賀
県
伊
香
郡
西
浅
井
町
大
字
受
端
は
、
図
2
に
み
る
よ
う
に
、
琵
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ば
か
り

湖
中
に
半
島
状
に
南
へ
向
っ
て
突
き
穿
る
日
計
山
脈
の
西
岸
の
谷
に
位
置
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
ら

る
集
落
で
あ
る
。
こ
の
半
島
の
先
端
を
葛
籠
尾
崎
と
い
い
、
　
一
方
、
　
つ
け

根
の
西
側
に
、
か
つ
て
の
大
浦
荘
の
中
心
同
町
大
字
大
浦
が
あ
る
。
村
は
、

ま
わ
り
を
山
と
湖
水
で
か
こ
ま
れ
、
耕
地
と
し
て
は
、
北
方
、
大
浦
と
の

境
近
く
の
、
湖
岸
に
開
い
た
谷
…
「
ひ
さ
し
で
」
・
「
も
ろ
こ
」
が
中
心
と
な

る
。　

最
近
ま
で
は
、
ま
っ
た
く
の
陸
の
孤
島
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
六
年
に
奥

琵
琶
湖
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
が
開
通
、
交
通
の
便
は
よ
く
な
っ
た
。
次
い
で
、
昭

和
五
学
年
に
は
、
「
お
お
ら
」
の
谷
に
、
国
民
宿
舎
つ
づ
ら
お
蓑
が
完
成
、

最
近
で
は
観
光
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
村
中
は
、
中
世
の
お
も
か
げ
を
残
す
家
並
の
中
に
、
ヤ
ソ
マ
ー
の
家
庭
工

場
が
点
在
し
、
特
異
な
景
観
を
呈
す
る
。
新
し
い
菅
浦
船
溜
が
で
き
、
用
を

な
さ
な
く
な
っ
た
古
来
か
ら
の
東
・
西
の
船
入
れ
は
、
集
落
周
辺
の
山
崩
防

止
工
事
の
際
出
た
土
砂
で
、
近
頃
う
め
た
て
ら
れ
た
。
そ
の
景
観
は
、
今
後

さ
ら
に
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
昭
和
六
〇
年
三
月
現
在
の
戸
数
は
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
戸
。
農
業
・
漁
業
の

み
で
な
く
、
勤
め
人
の
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

①
　
仲
村
研
玩
『
中
世
惣
村
の
研
究
』
（
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
入
四
年
）
、
黒
田

　
弘
子
氏
『
中
世
惣
村
史
の
構
造
』
（
古
川
弘
文
館
　
　
九
八
五
年
）
、
田
端
泰
子
氏

　
『
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
制
』
（
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
八
六
年
）
。

②
　
藤
木
久
志
氏
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
（
東
京
大
学
出
版
会
　
　
一
九
八
五

　
年
）
、
同
氏
『
戦
国
の
作
法
－
村
の
紛
争
解
決
一
』
（
平
凡
社
　
一
九
八
七
年
）
。

③
　
勝
俣
鎮
夫
氏
「
戦
國
時
代
の
村
落
」
（
『
往
会
史
研
究
』
六
　
…
九
八
五
年
）
。

④
　
水
本
邦
彦
氏
「
村
社
会
と
幕
藩
体
制
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
九
八
三
年
別
柵
特

　
集
号
）
な
ど
。

⑤
水
藤
真
氏
「
歴
史
的
景
観
の
復
元
」
（
日
本
歴
史
学
三
編
『
日
本
史
研
究
の
薪
視

　
点
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
六
年
）
。

⑥
　
吉
田
敏
弘
氏
「
中
世
村
落
の
構
造
と
そ
の
変
容
過
程
…
「
小
村
H
散
居
型
村
落
」

　
払
醐
の
歴
中
ハ
地
理
必
ず
的
再
検
討
一
」
（
『
史
林
』
六
六
－
三
　
　
一
九
八
三
年
）
。

⑦
　
服
部
英
雄
氏
「
中
世
荘
園
と
館
」
（
『
目
本
誠
郭
大
系
』
別
巻
1
、
新
人
物
往
来

　
社
　
一
九
八
一
年
）
同
氏
「
変
貌
す
る
耕
地
景
観
と
荘
園
史
研
究
」
（
『
歴
史
学
研

　
究
』
五
〇
一
　
一
九
八
二
年
）
、
同
氏
「
小
地
名
に
よ
る
中
枇
の
村
の
復
元
」
（
『
歴

　
史
公
論
』
八
六
　
一
九
八
三
年
）
な
ど
。

⑧
竹
本
豊
重
氏
「
中
世
村
落
景
観
復
原
方
法
に
つ
い
て
」
（
『
岡
山
県
史
研
究
』
七

　
一
九
八
四
年
）
、
同
氏
「
中
世
村
落
景
観
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
地
名
通
信
』
四
　
一

　
九
八
五
年
）
な
ど
。

　
　
な
お
、
「
中
世
の
村
を
訪
ね
て
一
心
中
国
新
見
荘
」
（
『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の

　
歴
史
』
二
　
一
九
八
六
年
）
は
、
竹
本
氏
の
研
究
成
果
を
、
石
井
進
氏
が
ま
と
め

　
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑨
菅
浦
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
藤
田
達
生
氏
「
地
域

　
的
一
揆
体
制
の
展
開
－
菅
浦
惣
荘
に
お
け
る
自
治
一
」
（
『
麟
本
史
研
究
』
二
七
三

　
一
九
八
五
年
）
の
序
・
注
（
6
）
に
主
な
も
の
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参

　
照
さ
れ
た
い
。

⑩
吉
田
敏
弘
氏
「
自
村
の
展
開
と
土
地
利
用
一
得
珍
保
今
堀
郷
の
歴
史
地
理
学
的

117　（623）



　
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
一
」
（
『
史
林
』
六
一
一
一
　
一
九
七
八
年
）
。

◎
　
福
田
ア
ジ
オ
氏
「
村
落
領
域
論
」
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
一
二
ー
二
　
一

　
九
八
○
年
）
。
再
収
、
同
氏
『
濤
本
村
落
の
民
俗
的
構
造
』
（
弘
文
堂
　
　
　
九
八

　
二
年
）
。

⑫
水
野
章
二
氏
「
中
世
村
落
と
領
域
構
成
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
七
一
一
九
八

　
五
年
）
、
田
村
憲
美
氏
「
畿
内
中
世
村
落
の
「
領
域
」
と
百
姓
」
「
（
『
歴
史
学
研
究
』

　
五
四
七
　
一
九
八
五
年
）
。

⑬
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会
編
『
び
わ
湖
の
番
屋
生
活
』
一
（
一
九
七
八
年
）
、
『
角
川

　
地
名
大
辞
典
』
第
二
五
巻
滋
賀
県
（
角
川
書
店
　
一
九
七
九
年
）
、
西
浅
井
町
編

　
鴨
合
併
三
十
周
年
記
念
町
勢
要
覧
』
（
一
九
入
五
年
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

一
、
ヤ
マ
の
領
域

　
中
世
の
堅
甲
の
姿
を
知
る
藁
筆
な
史
料
と
し
て
、
乾
元
元
年
（
一
三
〇
二
）

近
江
腎
管
浦
与
大
浦
下
庄
堺
絵
図
（
図
3
）
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

菅
浦
荘
は
、
鎌
倉
末
以
来
、
そ
の
唯
一
の
田
地
と
い
え
る
日
指
・
諸
河
（
現

在
の
「
ひ
さ
し
で
」
・
「
も
ろ
こ
篇
）
を
め
ぐ
っ
て
、
北
隣
の
大
浦
荘
と
激
し
い

相
論
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
本
図
は
、
こ
の
相
論
に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
だ
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
の
営
業
弘
注
進
状
案
〔
…
…
ホ
〕

か
ら
次
の
よ
う
に
説
囲
さ
れ
て
き
た
。

　
両
者
の
境
相
論
に
決
着
が
つ
か
な
い
為
、
院
宣
を
う
け
た
中
央
の
官
使
紀

業
弘
が
現
地
へ
下
り
実
検
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
絵
図
を
作
成
し
、
院
へ

提
出
し
た
が
、
そ
の
原
本
が
本
図
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
瀬
田
勝
哉
氏
は
、
「
菅
浦
絵
図
（
「
堺
絵
図
」
の
こ
と
－
筆
者

注
）
作
成
経
緯
を
記
す
と
考
え
ら
れ
た
乾
元
元
年
の
宮
使
注
進
状
案
そ
の
も

の
が
、
建
武
元
年
に
再
燃
し
た
相
論
で
、
菅
浦
側
の
訴
訟
担
嶺
者
竹
生
嶋
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

掌
に
よ
っ
て
初
め
て
提
繊
さ
れ
た
（
従
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
事
も
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
よ
う
）
偽
文
書
で
あ
る
し
と
し
た
。
さ
ら
に
、
氏
は
「
堺
絵
図
」
を
詳

細
に
分
析
し
、
こ
れ
は
、
建
武
～
暦
応
年
問
（
一
三
三
四
2
四
一
）
の
相
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
際
に
、
菅
浦
荘
の
領
家
竹
生
島
の
関
与
の
も
と
、
菅
浦
側
に
よ
っ
て
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の

絵
図
及
び
注
進
状
案
は
、
南
北
朝
期
の
三
浦
三
民
の
境
相
論
に
つ
い
て
の
主

張
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
絵
図
及
び
注
進
状
案
に
よ
れ
ば
、
菅
浦
が
主
張
す
る
大
浦
と
の
境
は
、

「
山
田
峯
」
か
ら
「
福
野
∵
「
谷
尾
」
ま
で
の
東
西
の
線
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
、
現
在
地
名
と
し
て
は
見
当
ら
な
い
が
、
「
山
田
峯
」
は
、
瀬
田
氏
が
言

う
よ
う
に
、
西
浅
井
町
大
字
山
田
の
真
南
に
あ
る
標
高
四
五
一
・
四
半
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
の
山
に
比
定
さ
れ
よ
う
。
「
神
揚
」
・
「
谷
罵
」
は
、
「
山
田
峯
」
か
ら
西
へ

延
び
る
稜
線
が
、
二
俣
に
分
か
れ
た
「
北
尾
之
山
」
－
今
の
大
浦
の
集
落
の

北
東
の
山
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
「
南
尾
」
は
、
赤
崎
に
至
る
（
以
上
、

図
2
参
照
）
。

　
ま
た
、
瀬
田
氏
は
、
こ
の
～
連
の
相
論
過
程
に
言
及
し
て
、
興
味
あ
る
事

実
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
菅
浦
側
が
た
え
ず
大
浦
荘
の
南
境
を
「
山
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吊伽

北

大
浦
下
庄

．臨　＞s

彰

　　　　謹口’

摩翰な
　　　冊

鞍3
ノ

gtgeasmsi，

　，

図3　菅浦与大浦下荘堺絵図
　　　から転載。

京都国立博物館『特別陳列　古絵図の世界』（1984年）
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図4　『菅浦文書』にみる中世菅浦の土地利用
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表
1
　
図
4
の
出
典
と
比
定
根
拠

番
号

1325469871012　1118　17　16　！5　14　1320　19

図
4
の
表
示

赤
崎

諸
河

け
う
ら
は
う
そ
の
峰

白
山
腰

日
指

よ
の
う
ら

柴
出

大
浦

大
浦
ノ
嶺

史
料
で
の
植
字

赤
崎

諸
河

宣
誓
ラ
ウ
谷

け
う
ら
は
う
す

け
う
ら
は
う
す

白
山
腰

日
指

ク
ル
ノ
シ
タ

コ
か
ネ
か
い
と

よ
の
う
ら

柴
出

し
は
て

大
浦

お
う
ら

お
う
ら

お
う
ら

大
浦

大
浦

お
う
ら
か
み
ね

大
浦
ミ
ネ

地
　
目

田畠宙

　v田

畠畠田田田宙

　　v地幅

畠山
松
山

菜　畠　ζま　1ま　1室1畠

　　たた
畠　けけ

由
　
畠

山

出
典

鴛
〕nn350　32S

ww
r－1　m
37S　37S

wu
鶴
〕

r一一1　n　n
867　329　3Zs

www
〔
5
7
3
〕

nn72e　348

wwnnnnnn811　783　703　703　375　349

L－1　WWWW　LmV

rn　n344　375

L一”　W

比

定

根

拠

地
名
「
赤
崎
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
も
ろ
こ
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

「
も
ろ
こ
」
内
「
み
た
ろ
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

〔
8
2
6
〕
か
ら
推
定
。

同
右

地
名
「
し
ら
や
ま
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
ひ
さ
し
で
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

「
ひ
さ
し
で
」
内
「
く
る
の
し
た
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

「
ひ
さ
し
で
」
内
「
こ
が
ね
が
と
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
よ
の
う
ら
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
し
ば
で
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

同
右

地
名
「
お
お
ら
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

同
右

同
右

同
右

同
右

同
右「

お
お
ら
」
上
の
山
に
比
定
。

同
右
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21

一
大
浦
林

26　25　24　23　22

　　　　　　　　　　小

　　　　　　　　　　浦

臼
う
ら

こ
」
つ
ら

こ
h
つ
ら

小
浦

小
浦

　　　　　1一山菜山なな1山

畠畠うう

292827

西
谷

西小西
J西谷
@谷

山山畠

一
〔
G
3
8
〕

31　30

　　　ひ

　　　か

　　　谷

比
蛾
谷

ひ
か
谷

二二

40　39　38　37　36　35　34　33　32

大
門

（
四
至
に
「
大
門
」
あ
り
）

大
門

大
門

大
門

宮
腰

大
門

大
門

大
明
神
之
東

　
　
　
マ
こ

八
王
寺
路
之
上

林二二茶二二二二屋
敷滴滴

45　44　43　42 41

小
谷

小
谷

小
谷

小
谷

小
谷

あ
ん
し
つ
上

竹二二畠三
原

nnn　rn　n811　811　776　752　37S

Lノ〕〕〕〕

t一一1　n
37S　32S
L一”　L－」

nnm　r－1　t－1　pt　nn　pt809　874　82Z　81S　811　81e　34S　338　3S4

LJ　WWWWWWWW
nnnnn341　362　811　353　32S

L－1　WWWW

同
右

地
名
「
こ
ら
で
」

同
右

同
右

同
右

同
右

（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
ひ
が
だ
ん
」

同
右

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
だ
い
も
ん
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

同
右

同
門

同
寸

神
社
（
保
良
又
は
小
林
）
の
脇
と
推
定
。

地
名
「
だ
い
も
ん
」
に
比
定
。

同
寸

保
良
神
社
の
東
に
比
定
。

小
林
神
社
付
近
に
比
定
。

地
名
h
こ
だ
ん
」

同
右

同
右

同
寸

〔
1
1
8
〕
〔
郷
）
か
ら
、

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

長
福
寺
跡
付
近
と
推
定
。
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4648　4752　51　50　495355　54565759　58

胡
之
谷

前
田

向
山

南
谷一

り
坂

あ
ま
か
わ
き

津
鳳
羅
尾

長
福
寺
之
上

胡
之
谷

コ
ノ

前前前前
田田田田

向
山

南
谷（

四
至
に

「
南
谷
坂
」
あ
り
）

い
ち
り
さ
か

あ
ま
か
わ
き

津
鳳
羅
尾

津
風
羅
尾

，
．山山

林畠

土
　
田

畠な
　
う

，
，禅林林な

　
う

畠畠畠

〔
6
4
3
〕

nn876　le32

ww
m　rr　nm811　849　807　8e7

W　W　L－Y　LmV

〔
5
2
3
〕

fi　pt
702　699

ww
暴
〕〔

獅
〕

pt　t一一
811　Sll

ww
長
福
寺
跡
地
付
近
と
比
定
。

地
名
「
こ
う
の
」

同
工

（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
ま
え
だ
」

同
上

同
右

同
右

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
む
か
い
山
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
南
谷
」

同
右

＊
＊
（
び
）
に
比
定
。

地
名
「
い
ち
り
坂
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

第
4
章
参
照
。

地
名
「
ツ
ブ
ラ
尾
」
に
比
定
。

同
右

＊
（
　
）
内
の
地
目
は
推
定
。

＊
＊
（
び
）
は
、
「
は
じ
め
に
」
注
⑬
『
び
わ
湖
の
漁
携
生
活
』

　
　
　
表
2
　
図
5
の
出
典
と
比
定
根
拠

一、

謖
ﾜ
編
付
図
㈲
に
よ
る
こ
と
を
示
す
。

番
号4321

図
5
で
の
表
示

赤
崎

史
料
で
の
地
徳

赤
崎

赤
崎

ア
カ
サ
キ

ア
カ
サ
キ

地
　
目

国劇畠押

出
　
典

〔
家
2
8
〕

〔
家
9
4
〕

〔
家
9
5
〕

〔
象
㎜
〕

比

定

根

拠

地
名
「
赤
崎
」

同
右

同
右

一
同
右

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。
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6587

赤
騎

ア
カ
サ
キ

夷
か
谷

下
か
谷

ゑ
へ
す
か
谷

16　15　14　13　！2　11　10 9

細
谷
　
　
　
　
　
　
細
谷

28　27　26　25　24　23　22　21　20 19　18　17

諸
河

白
山

日
録

は
い
坂

ハ
イ
坂

と
カ
ク
ほ

カ
シ
ラ
ナ
シ

カ
シ
ラ
な
し

チ
シ
卵
酒

飽
之
谷

白白白
山山山

細
尾
尻

平
土
ノ
堅

忍
シ
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谷

ク
ル
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ク
ル
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マ
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く
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下

く
る
の
下

ク
ル
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口
祢
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ぎ
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欝欝畠畠P
●畠田田田田田田

　地地地盤地地

田田田田田田田田田1田田田
地満地地溝地　「地溝地

ダ　ヘ　ダ　へ

家家
111106
〕　　〕

ロ　　ロ

家家
10186
〕　　〕

〔
家
－
o
〕

〔
家
4
4
〕

〔
家
鵬
〕

〔
家
7
6
〕

〔
家
4
7
〕

〔
押
目
〕

〔
押
目
〕

〔
家
5
1
〕

〔
家
7
9
〕

〔
家
8
1
〕

〔
家
9
0
〕

〔
家
1
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家
1
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〕
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家
山

〔
家
2
2
〕

〔
家
魏
〕

〔
家
2
4
〕

〔
家
3
6
〕

〔
家
4
6
〕

〔
家
2
5
〕

同同
右右

地
名
「
え
び
す
谷
」

同
右

（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
ほ
そ
谷
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
も
ろ
こ
」
内
「
は
い
さ
か
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

同
右

地
名
「
も
ろ
こ
」
内
「
ど
が
く
ぼ
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

14

ｩ
ら
「
も
ろ
こ
」
内
と
判
断
。

「
諸
川
ヵ
シ
ラ
な
し
」
と
あ
り
。

「
モ
ロ
川
チ
シ
ロ
谷
」
と
あ
り
。

地
名
「
も
ろ
こ
」
内
…
「
じ
ゃ
ん
た
ん
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
し
ら
や
ま
」

同
右

四
右

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
ひ
さ
し
で
」
内
「
ほ
そ
お
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

22

ｩ
ら
「
ひ
さ
し
で
」
内
と
判
断
。

「
臼
さ
し
ノ
平
シ
カ
谷
」
と
あ
り
。

地
名
「
ひ
さ
し
で
」
内
「
く
る
の
下
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
の
上
方

に
比
定
。

同
右

地
名
「
ひ
さ
し
で
」
内
「
く
る
の
下
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

同
右

同
右「

ひ
さ
し
、
の
ハ
ロ
祢
か
き
う
と
」
と
あ
り
。

125 （631）



42 41　40　39　38　37　36　35　34　33　32　31　30　2946　45 44　4349　48　475！　5052

ふ
と
を
の
山

シ
バ
出

ク
ロ
ト
リ

大
浦

大
浦
ノ
嶺

渡
せ

渡
瀬

渡
せ

金
垣
内

谷
上ハ

ナ
フ
サ

塚
下

平
地

大
谷ヘ

イ
シ
谷

北
ヒ
サ
シ

平
林

渡
瀬

ふ
と
を
の
山

此¢シ

出ごハ

　出

ク
ロ
ト
リ

ク
ロ
ト

大大大
浦浦浦

大
浦
ノ
嶺

大
浦
ノ
み
ね

？畠畠層間畠田田田田田名田

　　　　　地島地地地田地

山畠畠畠畠畠なな

　ふ畠

畠畠

小
浦

一
小
浦

畠

〔
家
2
7
〕

〔
家
3
4
〕

〔
家
5
6
〕

〔
家
3
1
〕

〔
家
4
0
〕

〔
家
5
5
〕

〔
家
8
3
〕

〔
家
2
6
〕

〔
家
5
4
〕

〔
家
7
7
〕

〔
家
獅
〕

〔
家
鋤
〕

〔
家
6
2
〕

〔
家
6
0
〕

〔
家
9
7
〕

〔
家
m
〕

〔
家
7
0
〕

〔
家
魏
〕

n　 n　zz
家家家
107　41　13

W　W　LU

〔
家
9
9
〕

〔
家
期
〕

〔
家
5
〕

地
名
「
ひ
さ
し
で
」
内
「
わ
た
り
で
」
（
聞
き
取
り
〔
浅
〕
）
に
比
定
。

同
右

同
右

地
名
「
ひ
さ
し
で
」
内
「
こ
が
ね
が
と
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

「
ひ
さ
し
谷
上
」
と
あ
り
。

地
名
「
ひ
さ
し
で
」
内
「
は
な
ぶ
さ
」
（
聞
き
取
り
〔
浅
〕
）
に
比
定
。

「
日
指
塚
下
」
と
あ
り
。

「
日
指
平
地
」
と
あ
り
。

「
日
さ
し
の
谷
大
谷
」
と
あ
り
。

「
久
谷
ヘ
イ
シ
谷
」
と
あ
り
。

「
ピ
サ
シ
ノ
谷
ノ
北
ヒ
サ
シ
」
と
あ
り
。

「
久
ノ
谷
ノ
平
林
」
と
あ
り
。

29

ﾉ
同
じ
。

地
名
「
ふ
と
お
」
（
び
）
に
比
定
。

地
名
「
し
ば
で
」

同
右

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
く
ろ
ど
り
」

同
右

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
お
お
ら
」

同
右

四
右

（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
お
お
ら
」
上
の
山
に
比
定
。

同
右

地
名
「
こ
ら
で
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。
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西
谷

道
場

小
谷

胡
之
谷

「
興
徳
坊
」
付
近

カ
チ
ヤ
ガ
ツ
シ

在
所

小小
浦浦

大
明
神
西

大
明
神
西

大
西
谷

道
場
下

道
場
之
下

道
場

小小
谷谷

こ
の（

四
至
に
「
興
徳
坊
」
を
含
む
）

阿
弥
陀
寺
下

慶
幸
庵
上

（
四
至
に
「
興
徳
坊
」
を
含
む
）

（
四
至
に
「
興
徳
坊
」
を
含
む
）

開
蔵
庵
之
西

興
徳
坊
ノ
下

（
四
至
に
「
興
徳
坊
」
を
含
む
）

カ
チ
ヤ
ガ
ツ
シ

在在在
所所所

畠
　
整

い
な
は

畠畠畠二二二

選敷敷

畠畠竹畠畠畠菜屋1畠

謎謎謎謎

竹
は
ら

竹
は
ら

屋屋1畠畠

〔
家
6
〕

〔
家
3
7
〕

〔
家
4
5
〕

〔
家
6
9
〕

〔
家
9
3
〕

〔
家
2
0
〕

〔
家
6
7
〕

〔
家
1
5
〕

〔
家
1
8
〕

〔
家
鵬
〕

〔
家
6
〕

〔
家
勘

〔
家
1
4
〕

〔
家
6
3
〕

〔
家
9
2
〕

〔
家
9
6
〕

〔
家
7
2
〕

〔
家
8
2
〕

〔
家
m
〕

〔
家
8
9
〕

〔
家
姻
〕

敷謎謎

ロ　ロ　ロ
家家家
130　126　125

〕　〕　〕

同同
右右

保
良
神
社
の
西
に
比
定
。

同
右

地
名
「
に
し
だ
ん
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

〔
㎝
〕
か
ら
長
福
寺
跡
付
近
と
推
定
。

同
右

同
右

地
名
「
こ
だ
ん
」

同
右

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
こ
う
の
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

善
女
肚
「
興
徳
坊
」
に
比
定
。

現
存
阿
弥
陀
寺
の
下
に
比
定
。

寺
庵
肚
「
慶
幸
庵
」
に
比
定
。

64

ﾉ
同
じ
。

64

ﾉ
同
じ
。

寺
庵
肚
「
開
蔵
庵
」
の
西
に
比
定
。

寺
庵
肚
「
興
徳
坊
」
の
下
に
比
定
。

64

ﾉ
同
じ
。

地
名
「
か
じ
ゃ
ず
し
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

同
右

現
在
の
集
落
内
と
推
定
。

同
右

同
右
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前
田

ヲ
ヂ
カ
坂

向
山

イ
ハ
シ
が
谷

一
リ
坂

あ
ま
か
わ
き

出
羽
谷

ザ
イ
所

前
田

ヲ
チ
カ
坂

ヲ
ヂ
カ
坂

向
山

無
か
い
山

イ
ハ
シ
が
谷

一
リ
坂

尼
之
脇

ア
マ
カ
ワ
キ

ア
マ
ガ
ワ
キ

出
羽
谷

出
わ
谷

90
@
　
中
の
谷

｝
つ
ふ
ら
尾
中
・
谷

屋
　
敷

田畠畠凹凹畠な
　
畠

畠畠畠畠畠畠

〔
家
籾
〕

〔
家
5
8
〕

〔
家
8
4
〕

〔
家
拶

〔
家
1
9
〕

〔
家
3
8
〕

〔
家
9
1
〕

〔
家
中
〕

〔
家
1
4
〕

〔
家
7
8
〕

〔
家
m
〕

〔
家
1
3
〕

〔
家
6
1
〕

〔
家
4
2
〕

同
右

地
名
「
ま
え
だ
」
（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

「
在
所
之
上
ヲ
チ
カ
坂
」
か
ら
現
在
の
集
落
の
上
方
と
推
定
。

同
右

地
名
「
む
か
い
山
」

同
右

（
聞
き
取
り
〔
島
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
い
わ
し
が
谷
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
い
ち
り
坂
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

第
4
章
参
照
。

同
右

同
右

地
名
「
げ
わ
だ
ん
」

同
右

（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。

地
名
「
な
か
の
谷
」
（
聞
き
取
り
〔
菅
〕
）
に
比
定
。
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田
峯
豊
海
」
一
す
な
わ
ち
、
「
山
田
峯
か
ら
西
に
つ
づ
く
尾
根
が
諸
河
の
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
通
っ
て
大
浦
の
前
の
海
に
落
ち
る
線
」
一
1
と
す
る
、
長
久
二
年
（
一
〇

四
一
）
の
大
政
官
符
〔
餅
二
〕
を
ひ
っ
ぱ
り
出
し
、
「
細
浦
与
大
浦
（
下
）
庄

堺
相
論
」
を
意
識
し
た
の
に
対
し
、
大
浦
側
は
、
日
払
・
諸
河
の
所
有
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

す
検
注
坪
付
の
存
在
を
主
張
し
、
「
大
浦
庄
与
菅
浦
相
論
日
指
・
諸
河
事
」
と
、

そ
の
関
心
は
「
堺
」
で
は
な
く
、
田
畠
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
菅
野
の
方
が
、
よ
り
近
世
的
な
境
の
確
定
を
鼠
ざ
し
た
原
因

を
、
瀬
田
氏
は
惣
の
形
成
と
そ
の
成
熟
度
の
進
展
に
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は

と
も
か
く
、
南
北
朝
期
以
降
の
境
相
論
に
よ
り
、
菅
浦
住
民
の
田
畠
の
み
な

ら
ず
採
取
地
・
耕
地
と
し
て
の
山
へ
の
関
心
が
、
日
指
・
諸
河
を
も
包
含
す

る
よ
り
大
き
な
領
域
的
世
界
1
1
菅
怪
猫
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す

る
所
説
は
、
重
要
で
あ
る
。
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⑦

　
こ
れ
は
、
正
し
く
菅
浦
に
お
け
る
ヤ
マ
領
域
の
成
立
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
領
域
は
、
図
2
に
み
る
が
ご
と
く
現
在
の
西
浅
井
町
大
字
露
命
の
領
域

と
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
。
絵
図
が
示
す
境
と
異
な
る
の
は
、
　
「
山
田
峯
」
か
ら

の
稜
線
が
二
俣
に
分
か
れ
て
か
ら
、
中
世
は
「
北
尾
」
が
境
と
主
張
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
は
「
編
鐘
」
に
入
り
、
大
浦
の
集
落
の
南
端
に
あ
る
弁
才
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
祠
に
至
る
線
が
、
そ
れ
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
南
北
朝
期
は
、
菅
浦
に
と
っ
て
も
、
そ
の
村
落
の
外
郭
（
ヤ

マ
領
域
）
が
明
確
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
の
は
、
菅
浦
で
の
北
の
ヤ
マ
領
域
の
成
立
で

あ
る
。
当
地
の
場
合
、
西
と
南
は
湖
に
面
し
て
い
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
問

題
と
は
な
ら
な
い
が
、
東
の
境
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
図
2
を
み
て
も
判
る

よ
う
に
、
現
在
の
菅
浦
は
、
半
島
中
央
部
を
走
る
峰
を
境
と
し
て
、
伊
香
郡

高
月
町
大
字
片
山
と
、
東
浅
井
郡
湖
北
町
大
宇
延
勝
寺
に
接
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
遺
制
で
、
当
聴
か
ら
こ
の
半
島
東
半
分
は
、
対
岸

の
片
山
村
・
延
勝
寺
村
の
領
有
に
帰
し
て
い
た
。
江
戸
中
期
に
は
、
延
怠
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

村
と
の
山
姫
も
起
き
て
い
る
。

　
図
4
・
5
は
、
『
菅
浦
文
書
』
・
町
菅
患
家
文
書
』
の
売
券
・
寄
進
状
の
類

か
ら
、
一
筆
ご
と
の
地
名
と
地
目
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
を
略
図
に
お
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
の
で
あ
る
。
出
典
は
、
表
1
・
2
に
示
し
た
。
時
代
と
し
て
は
、
一
四
世

紀
の
も
の
が
若
干
含
ま
れ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
一
五
・
六
世
紀
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
表
す
。
中
世
地
名
の
比
定
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
調
査
や
、
私
個
人
の
通

　
　
　
　
　
⑫

称
地
名
の
調
査
を
も
と
に
行
っ
た
が
、
そ
の
根
拠
は
や
は
り
表
1
・
2
に
記

し
て
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
比
定
が
不
可
能
な
中
世
地
名
も
あ
り
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
図
表
化
を
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
こ
の
二
枚
の
図
か
ら
、
菅
浦
の
中
世
に
お
け
る
耕
地
利
用
状
況
が
み
て
と

れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
分
析
は
次
章
・
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
半
島
東
半
分
に
注

目
し
よ
う
。
ご
覧
の
通
り
、
ま
っ
た
く
比
定
地
が
な
い
。
中
世
文
書
中
の
比

定
不
可
能
な
地
名
の
中
に
、
こ
の
部
分
の
ど
こ
か
を
揃
す
も
の
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
、
一
応
地
名
調
査
は
行
っ
た
が
、
該
当
地
は
な
か
っ
た
（
図

　
　
⑬

6
参
照
）
。

　
共
有
文
書
で
あ
る
『
細
浦
文
書
』
に
残
っ
た
売
券
・
寄
進
状
に
載
せ
ら
れ

た
土
地
は
、
少
く
と
も
一
度
は
菅
熟
苗
の
領
有
に
帰
し
た
場
所
で
あ
り
、
ま

た
『
豊
浦
家
文
書
』
に
残
っ
た
そ
れ
は
、
当
地
の
有
力
村
民
感
激
家
（
中
世

は
「
嶋
津
」
と
名
の
る
）
が
所
有
し
た
こ
と
が
あ
る
所
と
考
え
て
間
違
い
な

か
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
中
世
の
菅
浦
の
住
民
は
、
半
島
東
半
分
の
地
に
つ

い
て
、
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
ひ
い
て
は
、
そ

の
地
が
、
中
世
か
ら
す
で
に
、
菅
浦
の
ヤ
マ
領
域
外
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し

て
い
る
。

　
幸
い
に
も
、
半
島
中
央
部
の
ヤ
マ
を
め
ぐ
る
対
岸
諸
村
と
の
争
い
一
す
な

わ
ち
東
西
の
境
相
論
を
示
す
史
料
が
、
一
点
の
み
『
菅
浦
文
書
』
に
残
っ
て
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い
る
。

　
　
い
ま
に
し
人
つ
ふ
ら
を
山
を
あ
ら
す
支
証
事

　
　
口
十
八
日
、
嶋
津
方
山
か
り
、
清
五
う
け
か
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
証
に
か
ま
を
と
り
嫉

　
　
　
　
　
　
（
そ
カ
）

　
　
同
廿
日
、
□
わ
谷
大
豆
ほ
り
、
う
し
ろ
に
清
五
う
け
か
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ひ
人
に
い
ま
に
し
弥
三
ら
う

　
　
六
月
昔
日
五
爵
ニ
ノ
あ
つ
き
ひ
き
あ
ら
し
候
、
船
ハ
善
性
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
支
証
文
断
簡
〔
謝
〕
）

　
年
代
は
、
菅
浦
の
乙
名
と
し
て
著
名
な
道
清
の
名
が
み
え
る
の
で
、
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

世
紀
後
半
に
特
定
で
き
る
。
断
簡
で
、
内
容
を
と
る
の
は
難
し
い
が
、
と
も

か
く
延
勝
寺
の
北
に
当
る
「
い
ま
に
し
」
（
今
西
”
現
東
浅
井
郡
湖
北
町
火
字

今
西
）
の
住
人
が
、
境
を
越
え
、
葛
籠
尾
崎
の
菅
浦
領
の
山
を
荒
し
た
事
件

に
関
す
る
覚
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
先
の
図
4
・
5
か
ら
判
っ
た
事

実
と
つ
き
あ
わ
せ
れ
ば
、
今
西
の
者
が
す
で
に
半
島
東
半
分
の
一
定
の
区
域

を
所
有
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
ヤ
マ
領
域
の
獲
得
を
目
指
し
て
の
、
菅
浦
領

侵
犯
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
三
浦
で
の
現
在
に
つ
な
が
る
北
・
東

の
ヤ
マ
領
域
一
村
の
外
郭
は
、
す
で
に
十
五
・
六
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た

こ
と
が
判
っ
た
。
東
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
少
い
為
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
の

明
確
化
が
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
学
が
他
地
域
で
究
明
さ
れ
た

事
実
を
参
考
に
す
れ
ぼ
、
北
と
同
様
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
本
稿
中
、
〔
〕
内
の
数
字
は
、
滋
賀
大
学
経
済
文
化
研
究
所
史
料
館
編
『
菅

　
　
浦
文
書
』
上
・
下
（
一
九
穴
○
年
・
一
九
穴
七
年
）
の
文
書
番
号
で
あ
り
、
〔
〕

　
　
内
の
数
字
の
冒
頭
に
「
家
」
と
あ
る
の
は
、
「
菅
浦
家
文
書
」
（
『
滋
賀
大
学
経
済
学

　
　
部
付
属
史
料
館
研
究
紀
要
一
四
、
一
五
　
一
九
八
一
年
・
一
九
八
二
年
）
の
文
書

　
　
番
号
で
あ
る
。

　
②
　
瀬
田
勝
哉
氏
「
菅
浦
絵
図
考
」
（
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
誌
隔
七
1
｝
　
一
九
七

　
　
六
年
）
、
七
ペ
ー
ジ
。

　
③
菅
浦
の
領
有
闘
係
は
、
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
が
、
南
北
朝
期
に
あ
っ
て
は
、

　
　
本
家
職
を
山
門
檀
那
院
が
も
ち
、
領
家
職
を
竹
生
島
が
に
ぎ
っ
て
い
た
と
考
え
ら

　
　
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
赤
松
俊
秀
氏
「
供
御
入
と
惣
－
近
江
船
瀬
の
歴

　
　
史
」
（
『
京
都
大
学
文
学
部
五
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
五
六
年
）
を
参
照
。

　
④
　
瀬
田
氏
本
章
注
②
論
文
。

　
⑤
　
　
い
韻
阻
［
琉
太
一
章
・
沖
　
②
払
細
筆
、
　
一
雌
一
一
ペ
ー
ジ
。

　
⑥
　
　
瀬
田
氏
本
義
補
注
②
払
渕
文
、
　
一
㎜
隅
ペ
ー
ジ
。

　
⑦
田
村
憲
美
氏
も
、
「
は
じ
め
に
」
注
⑫
論
文
で
、
瀬
田
磯
の
論
稿
を
上
げ
、
詞

　
　
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
⑧
大
字
界
に
つ
い
て
は
、
西
浅
井
町
役
場
で
い
た
だ
い
た
『
西
浅
井
町
全
図
』
（
二

　
　
五
、
○
○
○
分
の
一
）
を
参
考
に
し
た
。
「
弁
才
天
の
祠
」
云
々
に
つ
い
て
は
、

　
　
現
地
調
査
に
お
け
る
菅
浦
新
四
郎
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

　
　
　
本
稿
に
関
す
る
現
地
調
査
は
、
一
九
八
二
年
九
月
・
十
二
月
、
一
九
八
三
年
八

　
　
月
の
三
回
に
わ
た
っ
て
主
に
行
っ
た
。
な
お
、
成
稿
に
当
り
、
一
九
八
七
年
四
月

　
　
・
五
月
に
も
追
加
調
査
を
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
こ
れ
ら
の
機
会
に
は
、
芝
浦
の
多
く
の
方
々
か
ら
開
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

　
　
い
て
い
る
が
、
主
な
方
と
し
て
、
菅
浦
新
四
郎
氏
、
島
田
繁
太
郎
氏
、
秋
山
富
男
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氏
、
浅
野
文
次
氏
の
お
名
前
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
を
か
り
て
深
く

　
感
謝
申
し
上
げ
る
。
以
下
、
こ
の
四
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
が
繊
典
と
な
る
場
合
は
、

　
次
の
よ
う
に
略
号
を
も
っ
て
表
示
す
る
。

　
　
菅
日
新
四
郎
氏
…
…
聞
き
取
り
〔
菅
〕

　
　
島
田
繁
太
郎
氏
…
…
聞
き
取
り
〔
島
〕

　
　
秋
山
富
男
氏
…
…
…
聞
き
取
り
〔
秋
〕

　
　
浅
野
文
次
氏
…
…
…
聞
き
取
り
〔
浅
〕

⑨
　
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
世
分
の
「
菅
浦
文
書
」
を
参
照
。
目
録
と
し
て
、

　
　
「
菅
浦
文
警
目
録
」
（
『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
』
第
一
集

　
　
一
九
六
六
年
）
が
あ
る
。

⑩
　
図
4
・
5
及
び
表
1
・
2
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
断

　
っ
て
お
く
。

　
倒
　
図
4
・
5
と
も
、
地
名
は
、
基
本
的
に
中
世
文
書
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も

　
　
の
で
示
し
た
。

　
②
　
図
4
・
5
は
、
表
1
・
2
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
付
近
の
地
名
は
一
つ
に
ま

　
　
と
め
る
な
ど
、
作
図
上
の
整
理
を
行
っ
て
あ
る
。

　
㈹
　
裏
1
中
の
「
な
う
」
は
、
「
菜
畑
」
と
同
種
の
罵
語
で
、
園
宅
地
を
示
す
。

　
　
従
っ
て
、
畠
と
し
て
扱
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
仲
村
研
疑
「
中
世
後
期

　
　
に
お
け
る
近
江
国
毛
筆
保
今
堀
郷
の
畏
業
」
（
『
農
業
経
済
研
究
』
四
八
…
四

　
　
一
九
七
七
年
）
、
再
収
、
同
氏
「
は
じ
め
に
」
注
①
書
　
を
参
照
。

＠
　
　
「
は
じ
め
に
」
注
⑬
『
び
わ
湖
の
漁
携
生
活
』
一
。

⑫
本
章
注
⑧
参
照
。

⑬
図
6
の
半
島
東
分
の
地
名
の
典
拠
は
、
聞
き
取
り
〔
菅
〕
の
他
、
高
月
・
湖
北

　
両
町
役
場
で
い
た
だ
い
た
小
字
図
を
参
考
に
し
た
。
西
半
分
－
官
浦
内
に
つ
い
て

　
は
、
聞
き
取
り
〔
菅
〕
・
聞
き
取
り
〔
島
〕
な
ど
の
他
、
「
は
じ
め
に
」
注
⑬
『
び

　
わ
湖
の
漁
携
生
活
』
一
に
添
付
さ
れ
た
第
五
編
付
図
㈲
を
参
照
し
た
。

⑭
　
道
清
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
赤
松
氏
本
章
注
③
論
文
が
詳
し
い
。

二
、
ノ
ラ
の
領
域

　
中
世
菅
浦
の
ノ
ラ
ー
耕
地
部
分
の
構
成
を
、
先
に
提
示
し
た
図
4
・
5
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

及
び
明
治
初
年
の
土
地
利
用
が
判
る
「
西
浅
井
郡
菅
浦
村
地
籍
全
図
」
（
図

7
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
考
え
て
み
る
。

D
田
地

　
（

　
中
世
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
菅
浦
の
ほ
と
ん
ど
の
田
地
は
、
日
指
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

諸
河
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
当
地
を
め
ぐ
っ
て
、
著
浦
は
約
二
世

紀
に
及
ぶ
境
相
論
を
大
浦
と
展
開
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
政
治
的
か
け
ひ
き

を
三
二
に
・
菅
浦
の
惣
響
が
な
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
㎎
・

　
こ
の
二
つ
の
谷
の
田
地
が
、
菅
浦
住
民
に
と
っ
て
、
い
か
に
大
切
で
あ
っ

た
か
は
、
次
の
文
書
を
示
す
の
み
で
充
分
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
端
翼
書
）
　
　
　
　
　
　
　
（
売
買
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
置
文
）

　
　
「
a
指
・
諸
河
田
畠
う
り
か
う
ま
し
き
お
き
ふ
ミ
」

　
　
　
と
こ
ろ
お
き
ふ
ミ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
に
脱
）

　
　
一
日
指
・
諸
河
田
畠
を
い
て
、
一
年
・
二
年
ハ
う
り
か
う
と
い
ふ
と
も
、

　
　
　
永
代
お
う
る
こ
と
あ
る
へ
か
ら
す
、
こ
の
む
ね
を
そ
む
か
ん
と
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
仕
）

　
　
　
ら
に
お
い
て
ハ
、
そ
う
の
し
ゆ
ん
し
を
と
と
め
ら
る
へ
く
砕
、
よ
ん

　
　
　
て
と
こ
ろ
の
お
き
ふ
ミ
の
状
如
件

　
　
　
　
　
貞
和
二
年
九
月
　
日
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正
誤
ミ
た
仏
（
略
押
）

〔
以
下
、
一
〇
名
略
〕

正
信
房
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
継
馬
惣
村
置
文
〔
拗
〕
）

　
膚
名
な
、
日
指
・
諸
河
の
田
地
の
永
代
売
を
禁
じ
た
惣
掟
で
あ
る
。
こ
の

趣
旨
が
、
当
時
の
豊
浦
に
お
い
て
貫
徹
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
日
指
・

諸
河
内
の
土
地
を
売
り
買
い
し
た
売
券
類
が
、
『
菅
浦
文
書
』
中
に
、
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

残
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
は
や
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
あ
っ
て

も
、
こ
う
い
つ
た
掟
書
を
制
定
す
る
こ
と
自
体
、
中
世
菅
浦
の
住
民
に
と
っ

て
、
両
谷
の
田
地
が
特
別
な
耕
地
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
我
々

は
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
指
・
諸
河
に
つ
い
て
は
、
聯
、
菅
浦
文
書
』
に
九
冊
の
検
注
帳
・
年
貢
納

　
　
　
　
　
　
⑤

帳
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
田
地
面
積
は
、
四
町
半
余
し

か
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
明
治
初
年
の
菅
浦
内
の
田
地
面
積
は
、
一
八
町

　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

三
段
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
在
は
十
六
町
七
段
と
土
地
の
人
は
答
え
る
。
中

世
に
は
現
状
と
さ
し
て
変
わ
ら
ぬ
程
、
田
地
化
が
な
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
隔
り
は
大
き
く
、
従
っ
て
、
多
量
の
隠
田
を
想
定
す
べ
き
こ

と
は
・
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で
・
そ
ち
ら
に
よ
ら
れ
た
魎

　
こ
の
日
指
・
諸
河
以
外
の
菅
浦
の
田
地
と
し
て
は
、
少
量
な
が
ら
、
赤
崎

　
⑨

付
近
と
前
田
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
赤
崎
の
田
地
は
、
永
仁
四
年
（
＝
一
九
八
）
四
月
七
日
付
の
赤
崎
田
地
水

入
日
記
〔
8
2
7
〕
の
一
筆
目
に
、
「
あ
か
さ
き
ほ
舷
誘
⇔
」
と
あ
る
こ
と
で
、
ま

ず
確
認
で
さ
る
。
赤
松
俊
秀
氏
は
、
こ
の
史
料
に
よ
り
、
菅
浦
は
、
臼
摺
・

諸
河
を
大
浦
か
ら
奪
い
取
っ
た
翌
年
、
「
日
指
・
諸
河
の
耕
地
を
二
十
九
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
均
分
し
、
各
番
に
二
入
寮
の
作
人
を
割
当
て
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
氏
は
、

こ
こ
で
、
冒
頭
に
「
赤
崎
」
と
あ
る
の
は
最
初
の
何
筆
か
に
か
か
る
の
み
で
、

あ
と
は
、
端
裏
書
に
そ
の
名
が
み
え
る
日
指
・
諸
河
の
田
地
に
関
す
る
史
料

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
は
同
意
し
た
上
で
、
関
口
恒
雄
氏
は
、

「
耕
地
の
惣
有
に
も
と
ず
く
均
分
を
内
容
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
断
定
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

き
る
材
料
で
は
な
い
。
」
と
、
赤
松
氏
を
批
判
し
て
い
る
。
私
も
、
文
言
に

「
均
分
」
の
意
に
当
る
文
字
が
な
い
以
上
、
関
口
氏
に
従
う
が
、
聖
子
の
田

地
所
有
関
係
を
示
す
最
も
古
い
史
料
と
し
て
、
ま
た
、
な
に
よ
り
も
赤
崎
の

地
平
が
田
地
所
在
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め
る
も
の
と
し
て
、
重
要
で
あ

る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

　
中
世
、
赤
崎
の
地
に
、
果
し
て
ど
の
く
ら
い
の
田
地
が
存
在
し
た
か
に
つ

い
て
は
、
残
さ
れ
た
文
書
を
み
て
も
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
判
ら
な
い
。

た
だ
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
菅
駅
内
の
田
地
か
ら
の
収
納
高
を
記
し

た
菅
浦
庄
公
方
年
貢
納
帳
〔
2
7
0
〕
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

く
れ
る
。

　
こ
の
年
貢
納
帳
に
は
、
日
指
・
諸
河
分
計
七
四
筆
、
前
田
分
計
一
六
筆
の

年
貢
収
納
地
が
記
さ
れ
て
い
る
他
、
「
浜
ノ
町
ノ
分
」
計
一
〇
筆
、
「
大
瀬
中

133　（639）



段ヨ魔

tL

’島と

字
内
場

　
　
リ
　
　
ソ

．
．
輕

　
娘
罪
、
．

〉
賦

　
　
冨
。
、

濯
・
．
・
・
。
．

L
．
・
・
肋
．
蕪

v
＞
纂

L
v
v

　　　．、賦
v
　　ll　　只

　lp
て

　v

〆　Ot’．値
O　A’f　fi，

　．roソ
。　lc

　　　e w？
a

gc）th

電
重
言
＼

　
　
　
　
　
　
　
、

Ψぐ・。v

v

舗聴
嘱

曽
！
ノ

　
　
！
γ

▼
h
そ
　
　
ン

し
　
　
　
　
　
マ

　
　
V

VV

　
　
　
、

　
　
、
、

　
、
　
　
　
v

、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
τ
＼
、
＼
v

ヤ
，
．

　
＼
　
　
勘
レ
　
　
　
　
v

＼

、
　
0
レ
8
　
，

飛
誇
　
v
．

　　　几例［］〔＝］［三コ国［コ凹［コ［夏コ団［コ
　　　　　　　田　　畑　　宅地等外畑竹林　葭地　 墓地　　道　　船入　　山

（水路の表示は，省略してある。）

道
上
之
分
し
三
五
筆
、
「
岡
田
ノ
分
」
計
八
筆
の
記
載
が
あ
る
。
「
浜
ノ
町
」

以
下
の
三
ケ
所
は
、
現
在
地
名
が
残
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
菅
浦
に
お
け
る

主
な
田
地
所
在
地
が
、
日
影
・
諸
河
、
前
田
、
赤
崎
で
あ
る
以
上
、
比
定

地
の
定
ま
ら
な
い
こ
の
三
ケ
所
が
、
残
っ
た
赤
崎
付
近
を
指
す
と
考
え
る

の
は
、
ご
く
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
浜
ノ
町
」
と
は
、
図
7
に
も
み
え
る
諸

河
か
ら
赤
崎
の
西
に
か
け
て
の
湖
岸
ぞ
い
の
田
地
と
考
え
れ
ば
、
永
禄
段

階
の
赤
崎
の
田
地
を
、
残
っ
た
「
大
瀬
申
道
上
」
・
「
同
田
」
の
合
計
二
段

四
目
二
六
歩
と
一
応
算
出
で
き
る
。
が
、
も
ち
ろ
ん
園
安
で
し
か
な
い
。

む
し
ろ
、
「
浜
之
町
」
の
田
積
を
合
せ
た
二
段
五
畝
八
歩
が
、
諸
河
か
ら

西
の
赤
崎
を
も
含
め
た
田
地
面
積
で
あ
っ
た
と
い
う
方
が
、
よ
り
正
確
で

　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
、
前
田
に
つ
い
て
。
現
在
の
集
落
内
に
存
在
し
た
田
地
で
あ
り
、

図
4
・
5
に
も
み
え
て
い
る
。
ま
た
、
な
に
よ
り
も
表
3
に
示
し
た
よ
う

に
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
以
下
、
五
点
の
年
貢
納
帳
類
が
、
『
．
菅
浦
文

書
』
中
に
残
っ
て
お
り
、
現
在
は
み
ら
れ
な
い
が
、
中
世
で
の
実
在
は
容

易
に
説
明
で
き
る
。
当
地
を
め
ぐ
っ
て
は
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
六

月
、
菅
浦
惣
庄
前
田
作
得
分
定
書
〔
鋤
〕
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
乙
名
に
よ

る
惣
の
支
配
体
制
が
云
々
さ
れ
る
な
ど
、
小
さ
い
な
が
ら
、
研
究
史
上
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

目
さ
れ
て
い
る
田
地
で
あ
る
。
面
積
に
つ
い
て
は
、
文
明
二
年
（
一
四
七

〇
）
四
月
昔
日
、
菅
浦
庄
百
姓
中
置
文
案
〔
聞
〕
に
、
由
門
へ
の
年
貢
対
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象
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
四
段
半
」
と
い
う
数
字
が
参
考
と
な
ろ
う
。

集
落
内
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
他
、
か
つ
て
は
、
「
み
ず
な
が
れ
」
に
一
枚
、
「
に
し
だ
ん
」
に
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

枚
、
田
が
存
在
し
た
と
い
う
（
場
所
は
図
6
参
照
）
。
後
者
に
つ
い
て
は
図

7
で
も
確
認
で
き
る
が
、
両
者
と
も
中
世
に
存
在
し
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
、
不
閣
で
あ
る
。

助
畠

　
（

　
現
在
の
菅
浦
で
は
、
畠
の
存
在
は
、
け
っ
し
て
冒
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
中
世
で
は
、
事
情
は
異
っ
て
い
た
。
宮
島
敬
…
氏
は
、
当
時
、

畠
年
貢
納
帳
が
示
す
　
四
町
余
と
い
う
量
よ
り
も
、
か
な
り
多
く
の
畠
地

が
菅
浦
に
は
広
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
ら
は
、
荘
民
の
自
営
・

自
活
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
菅
浦
荘

民
の
大
浦
と
の
耕
地
獲
得
闘
争
に
お
い
て
は
、
田
地
の
他
に
畠
地
維
持
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　
菅
浦
の
中
世
畠
の
所
在
は
、
大
き
く
次
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
。

　
ω
　
日
指
・
諸
河
内
の
畠

　
②
　
湖
岸
に
開
い
た
小
谷
に
広
が
る
畠

　
㈲
　
集
落
を
か
こ
む
畠

　
¢
O
山
中
の
畠
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O一一　二九

　六　 四八

一
四

前
田
分
算
用
帳

管
浦
庄
前
田
納
帳

前
田
年
貢
納
帳

前
田
年
貢
納
帳

菅
浦
庄
公
方
年
貢
帳
ハ
前
田
分
）

積
．
一
収

段段段
一六二七三
畝畝畝畝畝

三四　歩七
歩歩　半歩
　　　　半

納

品

浅
紫
八
升
九
合
七
勺
三
才

記
載
な
し

五
斗
一
升
六
合
五
山

四
斗
八
升
入
合
七
勺

三
斗
七
升
九
合
四
囲

　
＊
3
・
5
は
、
鷺
指
・
諸
河
分
の
年
貢
納
帳
に
付
属
す
る
。

　
ま
ず
、
臼
指
・
諸
河
内
に
、
田
地
の
他
に
畠
が
あ
っ
た
こ
と
（
ω
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

応
永
廿
｝
年
始
｝
月
十
日
、
熱
雷
・
諸
訳
算
用
日
記
〔
鰯
〕
に
、
「
皆
畠
」
の

保
有
者
と
し
て
一
二
名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
事
実
を
、
そ
の
証
拠
と
し
て
上

げ
て
お
く
。
図
5
は
、
そ
れ
を
補
強
し
て
く
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
同
地
の

畠
を
確
認
で
き
る
史
料
は
あ
り
、
ま
た
荘
園
領
主
か
ら
は
、
二
〇
貫
文
の
年

貢
銭
対
象
地
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
聡
・

　
次
に
、
湖
岸
の
畠
（
）
2
（
）
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
図
4
・
5
の
シ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

出
・
ク
ロ
ト
リ
・
大
浦
・
小
浦
な
ど
の
畠
を
指
す
。
ま
た
、
集
落
よ
り
南
の

葛
籠
尾
崎
西
岸
の
畠
（
「
あ
ま
か
ね
き
」
な
ど
）
も
、
こ
の
分
類
に
入
れ
て
よ

か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
地
に
は
、
現
在
で
も
、
多
少
の
畠
は
存
在
す
る
が
、
図

4
・
5
、
さ
ら
に
図
7
に
み
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
、
よ
り
広
範
に
農
蓋
し

て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
奥
琵
琶
湖
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
を
終
着
点
と
す
る

湖
岸
の
道
路
の
拡
蟷
は
、
多
く
の
畠
を
削
り
と
り
、
一
方
、
「
お
お
ら
」
（
大

浦
）
で
の
国
民
宿
舎
の
建
築
は
、
当
地
の
畠
を
激
減
さ
せ
た
。

　
天
正
十
四
年
（
一
五
七
六
）
五
月
十
八
日
、
清
源
太
別
当
畠
地
売
券
〔
家

9
7
〕
の
四
型
に
は
、

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
字
者
シ
バ
出
帆
有
、
マ
タ
≧
≧
方
案
ハ
上
ハ
山
ヲ
カ
キ
リ
、
下
構
平
四

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
郎
畠
ヲ
限
、
東
ハ
藤
四
郎
畠
ヲ
限
、
西
ハ
徳
円
ノ
畠
ヲ
限
、

　
と
あ
る
。
シ
バ
出
の
例
で
あ
る
が
、
三
方
が
畠
で
あ
り
、
申
世
に
お
け
る

広
範
な
盆
地
の
存
在
を
、
こ
こ
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
こ
の
他
の
谷
で
も
、

畠
地
売
券
類
で
凶
事
の
い
ず
れ
か
に
贔
を
も
つ
も
の
は
多
く
、
同
様
な
こ
と

が
い
え
る
。

　
集
落
の
ま
わ
り
の
小
谷
に
あ
る
畠
（
③
）
は
、
図
4
・
5
で
確
認
で
き
、

図
7
か
ら
補
強
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
屋
敷
畠
の
延
長
上

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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山
中
の
畠
（
ω
）
は
、
図
4
・
5
か
ら
確
認
で
き
、
こ
れ
は
、
戦
国
期
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ら
多
く
生
産
さ
れ
た
と
い
う
油
日
畑
が
中
心
で
あ
ろ
う
。
図
7
に
み
る
「
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

外
畑
」
は
、
こ
の
油
実
畠
を
指
す
。
近
世
の
年
貢
収
納
を
み
る
と
、
慶
安
四

年
（
一
六
五
一
）
の
場
合
、
全
収
納
高
の
約
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
こ
の
油

　
　
　
　
　
　
　
⑳

実
で
納
め
て
い
る
。
菅
浦
の
経
済
に
お
け
る
油
実
の
役
割
は
、
想
像
を
絶
す

る
も
の
が
あ
る
。

①
年
号
は
な
い
が
、
そ
の
絵
図
名
よ
り
、
西
浅
井
郡
が
成
立
し
た
明
治
＝
＝
ヰ
か

　
ら
、
同
郡
内
で
菅
浦
、
大
浦
な
ど
の
諸
村
が
合
併
し
て
永
原
村
が
成
立
す
る
明
治

　
二
三
年
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

②
　
現
在
で
は
、
菅
浦
の
全
田
地
の
約
九
割
が
当
地
に
存
在
す
る
。

③
　
宮
島
敬
一
氏
「
菅
浦
の
「
惣
」
に
つ
い
て
」
（
『
小
金
井
史
学
』
二
　
一
九
七
二

　
年
）
参
照
。

④
　
関
口
憧
雄
氏
は
、
売
券
の
買
主
中
に
菅
浦
住
人
で
な
い
者
が
お
り
な
が
ら
、
こ

　
れ
ら
の
土
地
は
最
終
的
に
菅
浦
に
回
収
さ
れ
た
（
共
有
文
書
の
『
菅
浦
文
書
に
残

　
つ
た
か
ら
）
事
実
を
指
摘
し
た
上
で
、
先
の
掟
書
に
つ
い
て
、
「
昌
指
・
諸
河
の

　
照
畠
売
却
禁
止
と
は
他
所
の
住
人
に
対
す
る
売
却
の
禁
止
で
あ
っ
て
、
決
し
て
菅

　
浦
住
人
相
互
間
の
売
買
ま
で
禁
じ
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
」
と
さ
れ
た
　
（
同
氏

　
「
惣
結
合
の
構
造
と
歴
史
的
位
置
」
（
『
経
済
詞
林
』
三
ニ
ー
二
　
一
九
六
四
年
）
、

　
一
三
四
ペ
ー
ジ
）
。
だ
が
、
そ
こ
ま
で
こ
の
資
料
か
ら
読
み
取
る
の
は
危
険
で
あ

　
ろ
う
。
売
券
の
存
在
は
、
こ
の
掟
書
が
実
行
力
を
持
た
な
か
っ
た
証
と
し
て
、
素

　
直
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤
　
時
代
順
に
文
書
番
号
の
み
上
げ
る
。
〔
6
2
3
〕
・
〔
徹
〕
・
〔
説
〕
＋
〔
鰯
〕
・
〔
卿
〕
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
リ

　
〔
6
0
1
〕
．
〔
柵
〕
．
〔
獅
〕
．
〔
柳
〕
．
〔
描
〕
。

⑥
「
は
じ
め
に
」
注
⑬
『
び
わ
湖
の
漁
携
生
活
』
一
、
五
六
ニ
ペ
ー
ジ
。

⑦
　
聞
き
取
り
〔
島
〕
。

⑧
拙
稿
「
圏
畠
と
惣
－
近
江
国
菅
浦
に
お
け
る
開
発
を
め
ぐ
っ
て
i
」
（
『
明

　
治
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
四
－
四
　
一
九
八
七
年
）
。

　
　
な
お
、
日
指
・
諸
河
は
、
昭
和
五
六
年
か
ら
四
年
間
に
わ
た
っ
て
、
ほ
場
整
備

　
が
な
さ
れ
た
。
道
路
・
用
排
水
路
を
含
め
た
整
備
耕
地
面
積
は
、
曝
指
が
穴
穴
、

　
〇
九
一
平
方
メ
…
ト
ル
、
諸
河
が
八
九
、
二
四
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の

　
数
字
が
、
ほ
ぼ
現
在
の
両
谷
の
田
地
面
積
と
み
て
間
違
い
な
い
。

⑨
　
赤
晦
は
、
図
2
に
み
る
よ
う
に
、
南
の
湖
水
に
開
い
た
小
谷
を
指
す
が
、
諸
河

　
か
ら
赤
崎
を
す
ぎ
た
あ
た
り
ま
で
の
湖
岸
ぞ
い
に
も
、
現
在
田
地
が
広
が
っ
て
い

　
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
、
「
赤
崎
付
近
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。

⑩
　
赤
松
画
期
一
章
注
③
論
文
、
四
一
三
ペ
ー
ジ
。

⑪
　
関
口
氏
本
章
注
④
論
文
、
一
二
七
ペ
ー
ジ
。

⑫
こ
れ
と
て
も
、
日
指
・
諸
河
と
同
様
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
隠
田
は
計
算

　
外
で
あ
り
、
年
貢
対
象
地
を
表
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
中
世
の
実
質
的
な
田
積
は
、

　
こ
れ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
な
お
、
諸
河
よ
り
酒
の
赤
階
の
谷
を
含
め
た
ほ
場
整
備
面
積
（
道
路
・
用
排
水

　
路
を
含
む
）
は
、
一
八
、
六
五
三
・
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

⑬
三
浦
圭
一
氏
「
惣
の
起
源
と
そ
の
役
割
」
（
『
史
林
』
五
〇
1
二
・
三
一
九
六

　
七
年
）
、
再
収
、
同
氏
著
『
中
世
民
衆
生
活
史
の
研
究
』
（
上
文
閣
出
版
　
一
九
八

　
一
年
）
。
ま
た
、
藤
田
達
生
篤
は
、
同
じ
史
料
に
つ
い
て
、
地
下
請
と
乙
名
支
配

　
の
関
連
を
考
察
し
て
お
ら
れ
る
（
岡
琉
「
は
じ
め
に
」
注
⑨
論
文
）
。

⑭
聞
き
取
り
〔
菅
〕
。

⑯
　
宮
島
氏
本
章
注
③
論
文
。

⑯
拙
稿
本
章
注
⑧
論
文
。

⑰
表
一
・
ご
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
紋
章
の
売
券
類
に
表
れ
る
大
浦
は
、
「
お
お

　
ら
」
の
谷
（
図
6
参
照
）
を
指
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
境

　
相
論
の
相
手
の
大
浦
の
こ
と
で
は
な
い
。
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⑱
油
実
に
つ
い
て
は
、
赤
松
俊
秀
氏
「
戦
團
期
の
七
浦
」
（
『
京
都
大
学
文
学
部
研

　
究
紀
要
』
葺
　
一
九
五
七
年
）
が
詳
し
い
。

⑲
聞
き
取
ウ
〔
菅
〕
。

⑳
　
慶
安
五
年
八
月
十
一
日
、
大
庄
麗
竹
本
庄
兵
衛
年
貢
勘
定
目
録
〔
7
4
6
〕
。

三
、
ム
ラ
の
領
域

　
現
在
の
菅
浦
の
集
落
は
、
比
較
的
小
規
模
な
家
が
密
集
し
て
立
ち
並
び
、

典
型
的
な
漁
村
の
景
観
を
保
つ
。
こ
こ
で
は
、
菅
浦
で
の
ム
ラ
（
集
落
）
領

域
の
構
成
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

　
福
田
ア
ジ
オ
氏
は
、
同
心
円
上
の
村
落
横
成
か
ら
み
て
、
1
の
ム
ラ
の
部

分
は
、
そ
の
村
落
に
と
っ
て
、
ー
ノ
ラ
・
盟
ヤ
マ
と
は
隔
絶
さ
れ
た
独
自
の

領
域
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
先
の
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
村
民
に
と
っ
て
、
「
ム
ラ
の
内
は
平
和
で
墨
金
な
場
所
で
あ
る
が
、

逆
に
ム
ラ
の
外
は
邪
悪
な
霊
が
俳
徊
す
る
危
険
で
不
安
定
な
空
間
で
あ
」
っ

　
　
　
　
　
　
　
①

た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
菅
浦
で
の
ム
ラ
の
領
域
は
、
有
名
な
四
足
門
に
よ
っ
て
、
明
確
に
示
さ
れ

る
。
現
在
、
菅
浦
に
は
ム
ラ
の
境
界
に
、
図
8
に
み
る
よ
う
に
東
西
二
つ
の

四
足
門
が
存
在
す
る
。
図
9
で
い
え
ば
、
㈲
門
と
⑥
門
に
嶺
る
。
福
国
難
は
、

「
菅
浦
の
サ
ソ
マ
イ
は
西
の
門
（
㈲
門
i
筆
者
注
）
を
出
て
数
百
メ
ー
ト
ル

も
行
っ
た
湖
岸
に
あ
る
が
、
そ
こ
へ
埋
葬
に
行
っ
た
人
々
は
西
の
門
ま
で
戻

っ
て
く
る
と
履
い
て
い
っ
た
草
履
を
脱
ぎ
、
裸
足
で
ム
ラ
に
入
る
。
そ
こ
に

は
浄
・
不
浄
と
ム
ラ
の
内
・
外
の
関
係
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
」
と
述

　
　
　
②

べ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
菅
浦
住
民
が
、
門
の
内
を
ム
ラ
空
間
と
し
て
、
は
っ

き
り
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
れ
よ
う
。
　
さ
ら
に
、
「
現
在
で
は
西
門

の
外
側
に
も
四
軒
ほ
ど
の
家
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
新
し
い
家
々
で
あ
り
、

ま
た
古
く
は
ム
ラ
の
制
裁
の
一
方
法
と
し
て
火
事
を
出
し
た
よ
う
な
家
を
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
門
の
外
に
追
放
し
て
住
ま
わ
せ
た
」
と
す
る
指
摘
か
ら
も
、
同
様
な
こ
と

が
言
え
よ
う
。

菅
浦
の
春
の
禦
で
は
・
著
神
社
・
全
子
社
●
赤
崎
神
社
の
三
鞠
で
・

神
輿
蔵
か
ら
神
輿
を
早
く
引
き
出
す
こ
と
を
競
う
が
、
最
初
に
引
き
出
し
た

と
こ
ろ
は
、
東
の
四
足
門
ま
で
渡
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
の
ち
、
引
き
返
し
て
き
て
菅
浦
家
の
前
（
位
置
は
、
図
8
参
照
）
で
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
、
二
社
と
合
流
、
村
を
一
巡
す
る
。
西
の
門
の
端
に
あ
る
神
輿
蔵
か
ら
、

東
の
門
ま
で
が
神
輿
の
巡
行
範
囲
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
や
は
り
門
の
内
が
、

村
民
に
と
・
て
ム
ラ
震
と
意
識
さ
れ
て
い
た
表
れ
で
あ
ろ
殉
・

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
菅
浦
の
門
、
現
在
あ
る
二
つ
の
他
に
、
も
う
二
つ
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
を
示
せ
ば
、
一
つ

は
、
紅
樹
庵
の
前
の
道
を
一
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
神
社
の
方
へ
上
っ
た
と
こ

ろ
（
図
9
・
㊨
門
）
に
、
も
う
一
つ
は
、
須
賀
神
社
へ
の
参
道
の
途
中
、
ち

ょ
う
ど
最
近
で
き
た
郷
土
資
料
館
の
前
あ
た
り
（
図
9
・
㈹
門
）
に
あ
っ
た

　
　
　
⑧

と
さ
れ
る
。
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申世菅浦における村享客領域智奪成（フ［（田）
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以
上
、
四
つ
の
門
の
す
べ
て
が
、
中
世
に
お
い
て
存
在
し
た
確

証
は
な
い
が
、
暦
応
四
年
（
＝
二
四
一
）
閨
四
月
十
四
日
、
今
西

二
藤
屋
敷
売
券
〔
！
印
｝
3
〕
の
四
駅
に
、

　
　
在
す
か
の
う
ら
の
社
の
ひ
か
し
う
ら
、
き
た
ハ
き
し
を
さ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
う
、
ミ
な
、
ミ
ハ
う
、
ミ
を
か
き
る
、
網
棚
大
門
を
か
き
る
、
東

　
　
あ
い
川
を
か
き
る
也
、

　
と
あ
る
。
「
す
か
の
う
ら
の
社
の
ひ
か
し
う
ら
」
を
、
は
っ
き

り
現
地
に
比
定
で
き
な
い
が
、
現
在
の
須
賀
神
社
（
隔
保
良
神
社
）

か
又
は
小
林
神
社
付
近
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
「
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

門
」
は
、
㈲
門
か
㈹
門
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
一
方
、
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
二
月
十
三
日
、
菅
浦
惣
庄
合

戦
注
記
〔
㈱
〕
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
）

　
　
（
前
略
）
七
月
四
日
牛
聴
、
自
大
浦
を
し
ょ
す
る
、
地
下
に

　
　
は
か
ね
て
申
承
候
勢
を
も
不
入
、
只
、
西
野
・
影
野
勢
四
五

　
　
十
騎
と
地
下
勢
は
か
り
に
て
待
か
け
た
り
、
八
木
浜
・
堅
田

　
　
勢
船
十
そ
う
に
て
海
上
一
一
ひ
か
ゑ
え
た
り
、
う
し
ろ
の
山
猛

　
　
勢
に
て
を
し
ょ
す
る
、
地
下
無
勢
な
れ
共
、
散
々
二
合
戦
す
、

　
　
・
・
　
（
木
戸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
炎
）

　
　
大
門
の
き
と
二
火
を
か
く
る
間
、
こ
な
た
の
小
家
照
射
上
あ

　
　
り
、
か
く
て
敵
方
引
導
二
、
追
て
出
、
大
明
神
の
ま
ゑ
に
て

　
　
合
戦
あ
り
て
、
敵
方
あ
ま
た
う
ち
手
を
ふ
せ
て
、
地
下
勢
う
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中世菅浦における村落領域構成（太田）

　
　
た
れ
す
高
名
な
り
、
（
後
略
）

　
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
ち
ら
ら
の
「
大
門
」
億
、
山
か
ら
攻
撃
さ
れ
て

菅
浦
の
防
衛
地
点
と
な
り
う
る
所
で
あ
る
か
ら
、
出
門
か
⑥
門
と
考
え
ら
れ

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
門
に
よ
る
無
足
で
の
ム
ラ
領
域
の
顕
在
化
は
、
す
で
に
中

世
か
ら
成
立
し
て
い
た
。

　
中
世
の
曲
浦
に
お
い
て
、
ム
ラ
領
域
の
外
郭
を
示
す
標
式
と
な
っ
て
い
た

も
の
が
、
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
北
京
で
あ
る
。
菅
浦
に
は
現
在
、
阿

弥
陀
寺
・
安
濃
寺
・
真
蔵
院
・
祇
樹
院
の
四
つ
の
寺
が
存
在
す
る
。
こ
の
内
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

安
相
寺
が
寛
永
年
間
の
建
立
で
あ
る
以
外
は
、
す
べ
て
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ

れ
る
。
一
方
、
地
元
で
は
、
か
つ
て
当
地
に
は
一
〇
余
り
の
寺
庵
が
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
⑪

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
明
治
初
年
を
中
心
に
統
廃
合
し
た
結
果
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
四
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
中
世
の
文
書
の
中
に
登
場
す
る
寺
庵
も
、
上
げ
れ
ば
優
に
一
〇
を
越
え
る

の
で
あ
る
が
、
一
応
、
現
地
調
査
の
結
果
、
現
在
地
に
比
定
可
能
な
も
の
を
、

　
　
　
　
　
　
⑬

図
9
に
お
と
し
た
。

　
さ
て
、
寺
の
位
置
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
す
べ
て
、
ム
ラ
の
ま
わ

り
、
一
般
の
住
居
か
ら
】
段
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
、
こ
う
い
つ
た
集
落
景
観
は
、
菅
浦
特
有
の
も
の
で
は
な
い
が
、
多
数
の

寺
庵
が
、
無
意
味
に
こ
こ
へ
す
え
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
ム
ラ
領
域
の
外

縁
を
示
す
象
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
裏
山
か
ら
の
厄
災
の
侵
入
を
ふ
せ
ぐ
呪

術
的
な
意
味
あ
い
も
、
こ
れ
ら
は
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
中
世
の
菅
浦
で
は
、
門
、
寺
庵
そ
し
て
湖
に
よ
っ
て
、

ム
ラ
領
域
は
明
確
に
区
切
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
必
ず
し
も
中
世
ま
で
さ

か
の
ぼ
れ
る
事
象
で
は
な
い
が
、
関
連
し
て
次
の
三
点
に
も
留
意
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
須
賀
神
社
、
㈲
門
跡
、
㈹
門
跡
で
か
こ
ま
れ
た
地
を
、
通
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
か
わ
ら
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
か
わ
ら
」
と
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
、
境
界
領
域
を
表
し
、
こ
こ
で
は
、
ム
ラ
と
ヤ
マ
の
境
を
示
す
と
考

え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
阿
弥
陀
寺
と
、
舐
樹
院
の
背
後
に
あ
る
石
碑
群
に
つ
い
て
で
あ

る
。
菅
浦
は
、
基
本
的
に
は
両
墓
制
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
は
バ
カ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

う
と
呼
ば
れ
、
詣
墓
に
藪
る
。
こ
れ
も
、
ム
ラ
…
ヤ
マ
の
境
界
上
に
あ
る
点
、

注
醤
さ
れ
よ
う
。

　
そ
し
て
、
第
三
に
、
村
地
蔵
の
位
置
で
あ
る
。
図
8
中
の
地
蔵
ウ
と
エ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
㈲
門
跡
、
㈲
門
・
㈹
門
跡
の
近
く
に
あ
る
。
地
蔵
イ
は
、
今
は

阿
弥
陀
寺
の
前
に
あ
る
が
、
昔
は
廃
寺
と
な
っ
た
善
徳
等
の
前
に
あ
っ
た
と

　
⑰

い
う
。
さ
ら
に
、
西
の
門
の
端
に
あ
る
六
地
蔵
は
、
本
来
地
蔵
工
の
西
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

つ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
バ
ス
車
庫
を
作
る
為
、
現
地
へ
移
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
地
蔵
の
位
置
も
、
ム
ラ
の
境
界
と
、
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
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あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
世
菅
浦
の
集
落
が
、
東
・
西
二
つ
の
垣
内
（
小
村
）
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
藤
田
達
生
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
藤
田
氏

に
よ
れ
ば
、
十
六
世
紀
の
前
期
に
は
、
東
西
両
村
が
そ
れ
ぞ
れ
惣
荘
を
形
成

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
中
老
層
が
そ
の
実
質
的
な
代
表
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
彼
ら
が
主
導
す
る
東
西
連
荘
は
、
従
来
菅
野
躍
上
が
行
っ
て
き
た

役
割
を
、
各
村
落
に
お
い
て
独
自
に
果
す
組
織
と
し
て
発
展
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
乙
名
層
が
主
導
す
る
菅
浦
惣
荘
と
東
西
惣
荘
と
い
う
二
重
構
成

の
村
落
結
合
の
誕
生
は
、
乙
名
層
に
対
す
る
中
老
以
下
平
百
姓
層
の
自
立
を

示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
、
藤
田
氏
は
述
べ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
翼
翼
が
、
東
・
西
二
つ
の
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と

い
う
状
況
は
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
ま
で
、
当
地
に
残
っ
て
い
た
。
秋
山
富

男
氏
に
よ
れ
ば
、

　
　
西
村
と
東
村
と
で
は
、
む
か
し
は
祭
り
や
行
事
な
ど
も
ち
が
っ
て
い
た
。

　
　
い
ま
の
公
民
館
に
以
前
長
福
寺
と
い
う
氏
寺
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
本
尊

　
　
か
ら
川
す
じ
を
見
通
し
、
屋
根
が
そ
こ
か
ら
五
割
以
上
西
に
入
っ
て
い

　
　
れ
ば
西
村
、
東
だ
と
東
村
と
そ
ん
な
分
け
か
た
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
⑳

　
と
い
う
。
こ
こ
で
、
一
つ
不
自
然
に
感
じ
る
の
は
、
東
・
西
を
分
か
つ
基

準
が
非
常
に
あ
い
ま
い
で
あ
る
点
で
あ
る
。
近
世
・
近
代
に
は
、
確
か
に
ご

の
通
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
起
源
的
に
は
逃
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
境

界
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
私
は
、
こ
の
東
・
西
の
ム
ラ
空
間
を
分
け
て
い
た
も
の
と
し
て
、
前
田
を

想
定
し
て
い
る
。
前
田
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
、
現
在
の
村
落
内
に
存
在

し
た
と
の
み
述
べ
た
が
、
そ
の
詳
し
い
位
置
に
つ
い
て
は
述
べ
な
か
っ
た
の

で
、
こ
こ
で
少
し
考
え
て
み
よ
う
。

　
集
落
の
中
心
部
－
阿
弥
陀
寺
前
か
ら
長
福
寺
跡
地
前
の
一
帯
一
に
、
唱
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

え
だ
」
と
い
う
通
称
地
名
が
、
今
で
も
あ
る
（
図
8
参
照
）
。
土
地
の
人
に
は
、

こ
こ
が
昔
沼
地
で
あ
っ
た
と
い
う
、
言
い
伝
え
が
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
中

世
の
前
田
の
跡
地
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
異
存
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
前
田
の
位
置
を
積
極
的
に
示
す
も
の
は
、
地
名
以
外
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
倉
田
悦
子
氏
の
調
査
に
み
え
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
中
世
屋
号
の
密

度
が
低
い
こ
と
は
、
当
地
が
中
世
に
住
居
で
な
く
、
耕
地
で
あ
っ
た
証
拠
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
図
9
に
み
え
る
よ
う
に
、
通
称
地
名
「
ま
え
だ
」
の
地
に
、
前
章
で
推
定

し
た
四
段
半
の
田
地
を
設
定
す
れ
ば
、
菅
浦
の
ム
ラ
空
間
は
、
東
・
西
に
二

分
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
・
西
二
つ
の
村
の
動
き
が
明
確
化
す
る
十
六
世
紀
の
菅

浦
で
は
、
門
・
穿
庵
で
区
切
ら
れ
た
ム
ラ
領
域
は
、
さ
ら
に
前
田
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
愚

小
な
る
ム
ラ
領
域
に
区
分
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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中世菅浦における村落領域構成（太田）

①
福
田
氏
「
は
じ
め
に
」
注
⑪
論
文
、
四
六
ペ
ー
ジ
。

②
福
田
氏
「
は
じ
め
に
」
注
⑪
論
文
、
四
七
ペ
ー
ジ
。

③
　
福
田
氏
「
は
じ
め
に
」
注
⑪
論
文
、
三
九
ペ
ー
ジ
。

④
　
現
在
の
須
漏
質
神
社
は
、
保
良
神
社
（
大
明
神
）
・
小
・
林
神
社
（
八
王
子
）
・
赤
崎

　
神
社
の
三
社
を
明
治
四
二
年
四
月
、
保
良
神
社
に
合
祀
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

　
順
賀
神
社
の
参
道
の
西
側
の
山
中
に
、
小
林
神
社
（
八
王
子
）
の
跡
地
を
示
す
石

　
柱
が
立
っ
て
い
る
。
赤
崎
神
社
は
、
先
述
し
た
菅
浦
と
大
浦
の
境
を
卜
す
弁
才
天

　
の
洞
と
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
料
金
所
と
の
問
の
山
す
そ
に
、
山
林
に
お
お
わ
れ
て
、

　
や
は
り
そ
の
跡
地
を
示
す
石
柱
が
あ
る
。

　
　
な
お
、
こ
の
三
社
は
、
堺
相
論
絵
図
（
図
3
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
、

　
葛
簾
…
尾
崎
湖
底
遺
跡
に
関
す
る
報
出
口
（
た
と
え
ば
、
　
一
九
八
六
年
四
月
二
～
日
付

　
『
朝
B
新
聞
』
滋
賀
県
版
）
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
を
寺
院
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

　
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。

⑤
　
中
島
誠
一
氏
「
御
幣
を
ふ
る
」
（
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
　
特
別
展
図
録
『
湖

　
北
の
ま
つ
り
一
一
そ
し
て
花
…
』
一
九
八
六
年
）
。

⑥
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
藤
田
達
生
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

⑦
管
見
の
限
り
で
は
、
保
存
修
景
計
画
研
究
会
編
『
歴
史
の
町
な
み
近
畿
篇
』

　
（
更
本
放
送
出
版
協
会
　
一
九
八
二
年
）
が
、
な
く
な
っ
た
二
つ
の
門
の
位
澱
を

　
図
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

⑧
聞
き
取
り
〔
菅
〕
・
〔
秋
〕
。

⑨
　
「
大
門
」
は
、
こ
の
付
近
の
通
称
地
名
で
も
あ
る
が
、
か
な
り
広
範
囲
を
指
し
、

　
売
券
の
四
阿
と
な
り
う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

⑩
聞
き
取
り
〔
菅
〕
・
〔
島
〕
。

⑪
　
聞
き
取
り
〔
菅
〕
・
〔
島
〕
。

⑫
　
近
世
分
の
「
菅
浦
文
書
」
に
は
、
廃
寺
・
合
寺
に
関
す
る
「
御
願
書
」
が
多
く

　
残
さ
れ
て
い
る
。

⑬
現
地
比
定
が
で
き
た
寺
庵
に
つ
い
て
、
出
典
及
び
比
定
根
拠
を
次
に
示
す
。

寺
庵
名

養
徳
庵

二
二
庵

長
福
寺

善
応
寺

隔
弥
陀
寺

慶
率
庵

興
徳
坊

宝
珠
坊

開
設
南

新
蔵
坊

宝
光
坊

出

典

〔
8
0
0
1
〕

〔
韻
〕
・
〔
鰯
〕
・
〔
膨
〕
な
ど

　
　
　
　
　
　
一

〔
魏
∀
〔
剛
〕
・
〔
艇
〕
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

〔
跳
〕
・
〔
0
1
〕
・
〔
0
6
〕
な
ど

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

〔
3
7
3
〕
・
〔
纈
〕
・
〔
鰯
〕
な
ど

　
　
　
　
　
　
き

〔
3
7
3
〕
．
〔
籾
∀
〔
瑠
〕
な
ど

〔
家
5
3
∀
〔
家
8
2
〕
・
〔
家
鱒
〕

な
ど

露
〕
・
嬬
∀
〔
響
な
ど

　
　
　
ロ

〔
那
〕
・
〔
川
∀
〔
家
7
2
）
な
ど

n16S
w

〔
3
7
3
〕
・
〔
柵
〕
・
〔
娚
〕
な
ど

比
　
　
定
　
　
根

通
称
地
名
「
よ
と
く
ば
」

〔
島
〕
）
に
比
定
。

　
拠

（
聞
き
取
り

現
存
「
紙
紅
藍
」
に
比
定
。

現
在
跡
地
を
示
す
石
柱
・
案
内
板
が

立
つ
。

聞
き
取
り
〔
菅
〕
。

現
存
。

解
き
取
り
〔
菅
〕
。

聞
き
取
り
〔
菅
〕
。

聞
き
取
り
〔
菅
〕
。
但
、
善
福
院
・
花

蔵
坊
で
あ
る
可
能
性
も
。

聞
き
取
り
〔
菅
〕
。
但
、
寺
跡
で
は
あ

る
が
、
当
庵
と
断
定
は
不
能
。

現
存
「
真
蔵
院
」
に
比
定
。

聞
き
取
り
〔
菅
〕
。

　
　
こ
の
他
、
文
書
上
に
は
登
場
す
る
が
、
比
定
不
可
能
な
箒
庵
に
つ
い
て
、
主
な

　
も
の
を
上
げ
る
。

　
　
清
応
軒
（
〔
獅
〕
な
ど
）
・
福
聚
庵
（
〔
轍
〕
な
ど
）
・
花
蔵
坊
（
〔
紹
〕
な
ど
）
・
善

　
福
院
（
〔
郷
〕
な
ど
）
・
慶
順
坊
（
〔
柵
〕
な
ど
〕
。
瑞
泉
庵
（
〔
招
〕
な
ど
）
。

⑭
　
た
と
え
ば
、
若
狭
田
鳥
の
村
落
景
観
も
、
ム
ラ
領
域
の
外
縁
に
寺
院
や
村
堂
が

　
建
ち
並
ん
で
い
る
（
香
月
洋
一
郎
氏
「
海
村
の
景
観
に
歴
史
を
読
む
」
（
『
週
刊
朝

　
日
百
科
　
母
本
の
歴
史
』
六
　
一
九
八
穴
年
）
）
。

⑯
聞
き
取
り
〔
島
〕
。

⑩
　
「
は
じ
め
に
」
注
⑬
『
び
わ
湖
の
漁
携
生
活
』
一
、
六
八
入
ぺ
…
ジ
。

⑰
聞
き
取
り
〔
島
〕
。
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⑯
　
聞
ぎ
取
り
〔
島
〕
。

⑲
藤
田
氏
「
は
じ
め
に
」
注
⑨
論
文
、
ご
二
ペ
ー
ジ
以
下
。

⑳
「
は
じ
め
に
」
注
⑬
『
び
わ
湖
の
漁
掛
生
活
』
一
、
五
九
マ
へ
ー
ジ
。

⑳
　
聞
き
取
り
〔
島
〕
。

＠
聞
き
取
り
〔
島
〕
。

⑳
　
倉
田
悦
子
「
菅
浦
庄
に
み
る
惣
の
展
開
」
（
『
史
艸
』
一
一
　
一
九
七
〇
年
）
。

⑳
　
但
、
当
地
で
は
、
住
居
の
移
転
は
多
い
の
で
、
決
定
的
な
判
断
材
料
と
は
な
ら

　
な
い
。

⑳
前
田
の
姿
は
、
慶
長
七
年
（
＝
ハ
〇
二
）
の
検
地
帳
に
は
、
す
で
に
み
え
な
い
。

　
し
か
し
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
前
国
分
年
貢
納
帳
が
あ
り
（
衷
3
参
照
）
、

　
中
世
末
の
実
在
は
確
認
し
う
る
。
こ
の
点
、
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
私
と
し
て
は

　
結
論
が
出
な
い
で
い
る
。

⑯
菅
浦
の
集
落
1
ー
ム
ラ
に
つ
い
て
考
え
る
蒔
、
気
に
な
る
史
料
が
あ
る
。

　
　
宛
行
　
菅
浦
百
姓
人
事

　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
日
指
・
師
河
田
迂
言

　
　
　
　
合

　
　
田
需
伍
誌
鑛
瞳
襲
定
、

　
　
　
分
所
当
米
二
十
二
石
五
斗

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヨ

　
山
畠
除
公
文
井
定
使
屋
敷
各
｝
所
定

　
　
　
分
御
燈
油
代
銭
捌
貫
文

　
　
　
　
　
（
遂
）

右
田
畠
、
難
可
逐
実
検
、
衝
姓
等
歎
申
之
間
、
麺
包
閣
其
節
也
、
有
限
御
年
貢
等
、

無
解
怠
可
致
沙
汰
之
状
如
件
、

　
　
永
仁
三
年
九
月
昔
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
使
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
使
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
浦
庄
庄
官
宛
行
状
〔
7
6
〕
）

　
瀬
田
勝
哉
氏
は
、
こ
の
史
料
は
文
安
期
に
作
成
さ
れ
た
偽
文
書
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
（
瀬
田
氏
第
一
章
注
②
論
文
、
三
五
ペ
ー
ジ
）
。
氏
の
言
う
通
り
だ
と
し
て

も
、
こ
の
文
書
が
語
る
日
傘
・
諸
河
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
は

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
前
提
に
立
っ
た
時
、
こ
の
地
に
、
鎌
倉
宋
、
公
文
及
び
定
詰
の
荘
官
屋
敷

が
あ
っ
た
と
す
る
窮
実
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
鎌
倉
末
と
推
定
さ

れ
る
史
料
か
ら
は
、
諸
河
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
（
〔
脇
〕
）
。

一
方
、
昭
和
五
八
年
度
の
西
浅
井
町
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
り
、
諸
河
西
部
の

湖
岸
近
く
か
ら
、
十
一
世
紀
後
半
の
小
規
模
な
登
り
窯
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
（
西

浅
井
町
教
育
委
員
会
「
諸
河
遺
跡
発
掘
調
査
報
欝
書
」
（
一
九
八
四
年
）
）
。

　
以
上
、
史
料
は
断
片
的
か
つ
統
一
性
に
欠
け
る
が
、
古
代
か
ら
中
世
前
期
に
か

け
て
、
日
照
・
諸
河
付
近
に
人
間
の
生
活
の
跡
が
み
て
と
れ
る
。
こ
こ
に
、
も
し

何
ら
か
の
集
落
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
菅
浦
の
現
在
の
集
落
と
の
関
係
を
ど
う
み

な
す
か
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
ム
ラ
と
ノ
ラ
を
結
ぶ
一
「
惣
道
」
一

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
十
二
月
三
日
、
源
内
田
地
売
券
〔
家
7
6
〕
の
四

至
は
、

　
　
（
在
）

　
　
作
所
菅
浦
と
カ
ク
ほ
ニ
ア
リ
、
東
ハ
源
内
田
鰻
キ
リ
、
西
田
道
、
南
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
つ
か
、
北
ハ
惣
道
カ
キ
リ
ナ
リ
、

と
あ
る
。

こ
こ
に
み
え
る
つ
惣
道
」
と
は
果
し
て
何
で
あ
ろ
う
か
。
惣
有
道
と
断
定

す
る
に
は
多
少
の
踏
躇
が
あ
る
も
の
の
、
単
な
る
「
道
」
と
は
、
は
っ
き
り

区
別
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
中
世
菅
浦
の
幹
線
道
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
定
が
つ
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く
。
以
下
、
本
章
で
は
、
何
点
か
の
史
料
に
登
場
す
る
「
斯
道
」
の
復
元
を

行
い
、
菅
浦
の
三
重
か
ら
な
る
領
域
構
成
の
中
に
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
考

察
を
行
い
た
い
。

　
さ
て
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
義
理
に
は
四
つ
の
門
が
存
在
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
四
ケ
所
は
、
菅
浦
の
ム
ラ
領
域
の
外
郭
を
表
す
と
同
時
に
、

そ
こ
へ
の
入
口
と
し
て
、
村
民
に
と
っ
て
重
要
な
場
所
と
考
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
門
の
所
在
地
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
「
血
道
」
の
出
発
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
四
つ
の
門
の
内
、
㈲
門
の
位
置
は
、
我
々
に
と
っ
て
奇
異
に

感
じ
る
。
な
ぜ
、
現
在
須
賀
神
社
の
参
道
と
な
っ
て
い
る
道
の
途
中
に
、
ム

ラ
の
入
口
を
示
す
門
が
建
っ
て
い
た
の
か
理
解
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
、
㈹
門
か
ら
須
賀
神
社
へ
至
る
こ
の
道
が
、
か
つ
て
は
神
社
の

東
を
ま
わ
っ
て
、
日
指
・
諸
河
に
抜
け
る
「
惣
道
」
の
一
部
分
と
し
て
の
性

格
が
強
か
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
疑
問
は
解
消
さ
れ
る
。
事
実
、
地
元
の
人
の

話
で
は
、
ひ
と
昔
前
ま
で
、
日
指
・
諸
河
へ
歩
い
て
耕
作
に
出
る
場
合
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
道
を
使
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
、
先
の
文
安
六
年
の
合
戦
注
記
を
読
み
返
し
、
そ

こ
に
表
れ
る
「
大
明
神
の
ま
ゑ
」
の
位
置
を
考
え
る
こ
と
で
は
っ
き
り
し
て

く
る
。
大
浦
側
（
敵
欄
）
に
よ
っ
て
、
大
門
に
火
を
か
け
ら
れ
た
後
、
「
か
く

て
敵
方
引
程
二
、
追
て
出
、
大
明
神
の
ま
ゑ
に
て
合
戦
あ
り
て
、
」
と
あ
り
、

「
大
門
」
（
㈲
門
か
㈹
門
）
か
ら
「
追
て
出
」
た
結
果
、
「
大
明
神
の
ま
ゑ
」

に
達
す
る
の
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く
須
賀
神
社
の
本
殿
に
登
る
石
段
の
前
あ
た

り
を
、
こ
う
呼
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
（
図
9
参
照
）
。
し
か
し
、
我
々
の
感

覚
で
い
け
ば
、
㈲
門
と
㈹
門
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
現
在
パ
ス
停
が
あ
る
広

場
を
指
す
と
考
え
て
し
ま
う
（
図
8
参
照
）
。
そ
こ
が
、
　
一
の
鳥
居
の
前
に

当
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ズ
レ
は
、
現
在
の
㈹
門
か
ら
の
参
道
を
、
中
世
の

菅
浦
の
人
々
が
、
参
道
と
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
裏
れ
と
い
え
よ
う
。
当
然
、

一
の
鳥
居
も
、
現
在
の
位
置
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
㈲
門
へ
つ
な
が
る
大
明
神
か
ら
の
道
も
、
今
は
舗
装
と
て
し
て
い

な
い
た
だ
の
小
道
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
重
要
な
道
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、

現
景
観
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
充
分
う
か
が
え
る
。
東
の
船
入
れ
場
か
ら
㈲

門
へ
至
る
道
と
、
㈲
門
か
ら
大
明
神
に
盃
る
道
は
、
ほ
ぼ
薩
線
上
に
位
置
す

る
。
従
っ
て
、
東
村
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
「
大
明
神
の
ま
ゑ
」
に
出
る
一

番
近
い
道
で
あ
り
、
か
つ
日
掛
・
諸
河
へ
の
耕
作
道
と
し
て
も
、
最
も
便
利

な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ム
ラ
の
入
口
と
し
て
の
門
の
所
在
地
に
は
問
題
が
な
い
こ

と
が
判
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
門
か
ら
の
「
二
道
」
は
、
ど
こ
へ

伸
び
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
図
1
0
を
み
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
㈲
門
か
ら
の
「
惣
道
」
は
、
葛
籠
尾
崎
の
畠
・
山
江
へ
行
く
為
の

も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
天
正
七
年
十
一
月
廿
九
陰
、
清
三
郎
畠
地
売
券
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〔
家
卿
〕
の
四
至
に
は
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
へ

　
　
字
ハ
ア
マ
ガ
ワ
キ
、
下
ハ
惣
道
ヲ
限
、
上
ハ
新
二
郎
大
夫
ノ
畠
ノ
キ
シ

　
　
ヲ
限
、
爾
ハ
ツ
カ
ヲ
限
、
北
引
墨
ヲ
限
、

　
と
あ
る
。
こ
の
「
ア
マ
ガ
ワ
キ
」
と
い
う
地
名
、
現
在
の
菅
浦
の
人
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

記
憶
か
ら
は
消
え
去
っ
て
い
る
が
、
明
治
十
五
年
『
滋
賀
県
小
字
取
調
書
』

の
小
分
け
地
名
の
配
列
か
ら
推
定
し
て
、
小
字
内
場
の
中
で
、
最
も
ム
ラ
か

ら
南
へ
離
れ
た
、
小
字
ツ
ブ
ラ
尾
に
接
す
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
至
る
「
惣
道
」
は
、
㈲
門
か
ら
出
て
、
葛
籠

尾
崎
に
至
る
道
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
㈲
門
か
ら
の
道
は
、
特
に
史
料
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
小
浦
・

大
浦
・
ク
ロ
ト
リ
の
畠
へ
向
う
「
惣
道
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
道
は
、
事
実
上
、

現
在
の
奥
琵
琶
湖
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
と
重
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
日
貸
・
諸
河

へ
出
る
場
合
、
か
え
っ
て
遠
ま
わ
り
に
な
り
、
そ
う
い
っ
た
使
わ
れ
方
は
し

　
　
　
　
　
　
　
③

な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
㈲
・
㈹
門
か
ら
の
「
聴
道
」
は
、
「
大
明
神
の
ま
ゑ
」
で
一
緒
に
な
っ
て
、

社
の
東
を
通
り
、
「
峠
」
を
越
え
、
日
旛
・
諸
河
へ
出
る
耕
作
用
の
道
で
あ

っ
た
。
こ
の
道
は
、
奥
琵
琶
湖
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
を
通
っ
て
車
で
耕
作
に
通
え

る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
使
う
人
も
な
く
、
荒
れ
に
荒
れ
て
い
る
が
、
ひ
と

昔
前
ま
で
は
通
行
可
能
で
あ
っ
て
、
村
道
と
し
て
草
木
が
お
い
茂
る
前
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

必
ず
入
が
出
て
整
備
を
怠
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
本
章
の
冒
頭
に
示
し
た
畠
地
売
券
に
よ
れ
ば
、
「
と
カ
ク
ほ
」
と
い
う
所
に

「
定
道
」
が
来
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
「
と
カ
ク
ほ
」
と
は
、
諸
県
内

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
一
地
名
で
あ
る
か
ら
、
「
大
明
神
の
ま
ゑ
」
か
ら
の
「
惣
道
」
の
末
端
が
、

こ
こ
に
至
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
「
大
明
神
の
ま
ゑ
」
か
ら
、
社
の
西
側
を
通
っ
て
、
大
峰
へ
抜

け
る
「
惣
道
」
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
十
一
月
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
）

日
、
菅
浦
・
大
浦
両
庄
騒
動
記
〔
撚
〕
に
お
い
て
、
「
大
子
よ
り
西
谷
へ
く

た
」
る
道
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
十
月

十
～
日
、
六
郎
兵
衛
畠
地
売
券
〔
4
5
〕
の
四
至
に
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
在
所
者
当
庄
大
明
神
西
あ
り
、

　
　
　
　
　
む
　
　
へ

　
　
西
東
畑
滑
道
を
限
、
下
六
郎
大
夫
畠
、

　
　
し
エ
ハ
W
T
一
二
郎
白
田
限
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
道
が
「
隠
道
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
惣
道
」
は
、
中
世
菅
浦
の
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
と
同
時

に
、
ム
ラ
と
ノ
ラ
の
領
域
を
つ
な
ぐ
道
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

　
①
聞
き
取
り
〔
島
〕
。

　
②
　
こ
の
原
本
は
、
現
在
滋
賀
県
庁
に
保
菅
さ
れ
て
い
る
が
、
閲
覧
不
能
と
聞
い
た
。

　
　
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
聖
書
を
底
本
と
し
て
い
る
『
角
川
地
名
大
辞
典
』
（
「
は
じ

　
　
め
に
」
注
⑬
）
の
巻
末
「
小
学
一
覧
」
に
よ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
菅
浦
の
場
合
、

　
　
お
お
む
ね
南
か
ら
順
に
地
名
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
③
聞
き
取
り
〔
菅
〕
・
〔
島
〕
。

　
④
　
聞
き
取
り
〔
菅
〕
。
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⑤
　
聞
き
取
り
〔
島
〕
。

⑥
こ
の
道
は
、
最
近
ま
で
あ
っ
た
（
聞
き
切
り
〔
島
〕
）
が
、
今
は
通
行
不
能
と
な

　
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
大
峰
へ
は
「
こ
ら
で
」
か
ら
も
登
れ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方

　
は
、
現
在
も
老
人
会
に
よ
っ
て
時
々
草
刈
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
通
る
こ
と
が
で

　
き
る
。
大
峰
の
頂
山
に
は
、
権
現
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
一
〇
セ
ン

　
チ
ぽ
か
り
の
小
堂
が
建
つ
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
こ
の
よ
う
に
、
一
四
～
一
六
世
紀
の
史
料
に
よ
り
、
中
世
後
期
の
菅
浦
に

は
、
ヤ
マ
・
ノ
ラ
・
ム
ラ
か
ら
な
る
三
重
の
同
心
円
的
村
落
空
間
構
成
が
成

立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
私
な
り
に
、
そ
れ
を
模
式
図
に
示

し
た
の
が
、
図
1
1
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
再
び
注
意
を
喚
起
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
ム
ラ
の
境
界

を
示
す
四
つ
の
門
の
存
在
で
あ
る
。
な
ぜ
、
菅
浦
に
の
み
、
こ
の
よ
う
な
遺

構
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
門
を
一
種
の
道
切
り
と
考
え
た
時
、
豊
浦
の
よ
う
に
、

村
の
出
入
口
す
べ
て
を
道
切
り
で
さ
え
ぎ
っ
て
し
ま
う
例
は
、
全
国
的
に
み

て
も
非
常
に
少
い
。
田
村
憲
美
氏
に
よ
り
、
村
落
領
域
標
式
と
し
て
例
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
た
勧
請
掛
に
し
て
も
、
た
い
て
い
は
村
の
出
入
口
一
ケ
所
で
行
わ
れ
る
。

　
宮
下
健
司
氏
は
、
そ
う
い
っ
た
事
実
を
ふ
ま
え
、
村
の
出
入
口
五
ケ
所
が
、

す
べ
て
ワ
ラ
ジ
を
つ
る
し
た
注
連
縄
で
道
切
り
さ
れ
る
長
野
嬢
麻
績
村
梶
浦

の
例
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
梶
浦
は
、
ム
ラ
を
守
る
意
味
を
も

H

　
　
／

「惣道」

皿
　
　
王

「惣＼

　　道」

ムラ
S一一一．一一”’

ヤマ

ノラ

「惣道」

図11　中世菅浦の領域構成模式図

つ
「
ム
ラ
の
氏
神
が
存
在
し

な
い
上
に
広
域
道
や
参
詣
道

で
あ
る
北
国
西
街
道
の
支
道

と
し
て
の
一
本
松
街
道
が
ム

ラ
の
中
を
通
り
抜
け
、
常
時
、

見
知
ら
ぬ
旅
人
の
往
来
が
多

か
っ
た
」
と
い
う
当
地
の
特

　
　
　
　
　
　
　
②

殊
条
件
が
存
在
し
た
。
五
ヶ

所
の
道
切
り
は
、
こ
う
い
つ
た
条
件
か
ら
く
る
他
か
ら
の
災
い
の
も
ち
こ
み

を
、
す
べ
て
消
し
宏
る
意
味
を
も
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
と
す
れ
ば
、
聖
画
の
場
合
も
、
四
ケ
所
に
門
を
造
ら
せ
、
そ
れ
を
伝
存

さ
せ
る
何
ら
の
当
地
特
有
の
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
私
は
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
本
稿
で
考
え
た
妾
地
の
領
域
構
成
を
上
げ

た
い
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
ノ
ラ
の
空
間
が
ム
ラ
か
ら
離
れ
て
い
る
事
実
で

あ
り
、
逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ム
ラ
と
ヤ
マ
の
領
域
が
接
し
て
い
る
村
落

領
域
構
成
を
指
す
。
平
野
部
の
一
般
の
村
落
の
場
合
、
ム
ラ
が
あ
り
、
そ
れ

に
接
し
て
田
畠
ー
ノ
ラ
空
間
が
広
が
り
、
そ
の
外
郭
に
草
刈
場
と
し
て
の
ヤ

マ
が
あ
る
。
し
か
し
、
菅
浦
の
場
合
は
、
ヤ
マ
を
隔
て
て
ム
ラ
と
ノ
ラ
が
あ

る
。
ヤ
マ
領
域
は
、
福
田
氏
が
言
う
よ
う
に
村
民
に
と
っ
て
は
、
危
険
で
邪

悪
な
空
聞
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
接
す
る
ム
ラ
は
、
ノ
ラ
と
接
す
る
ム
ラ
よ
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り
は
、
よ
り
強
い
領
域
区
分
を
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
が
、
四
つ

の
門
で
あ
り
、
一
〇
余
り
の
寺
庵
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ヤ
マ
を
通
っ
て
ノ
ラ
へ
行
く
唯
一
の
空
間
で
あ
る
道
も
、
他
の
村

よ
り
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
こ
よ
う
。
楽
地
が
、
「
胃
管
」
と
呼
ば
れ
る

特
有
の
基
幹
道
を
も
っ
た
理
由
も
、
こ
の
空
聞
領
域
構
成
に
起
因
す
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
門
惣
道
」
の
ム
ラ
へ
の
終
着
点
で
あ
る
門
は
、

ム
ラ
の
領
域
標
式
と
し
て
、
二
重
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
村
落
領
域
構
成
の
み
に
、
菅
浦
の
門
の
存
在
理
由
を
求
め
る

の
は
無
理
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
ム
ラ
と
ノ
ラ
が
離
れ
る
他
の
山
村
・
漁
村

に
は
、
な
ぜ
門
が
存
在
し
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
、
す
ぐ
に
起
っ
て
こ
よ

う
。
菅
浦
で
の
門
は
、
そ
の
村
落
領
域
構
成
と
、
激
し
い
境
絹
論
の
間
に
つ

ち
か
わ
れ
た
強
固
な
惣
組
織
を
も
つ
豪
地
の
歴
史
性
が
融
合
し
て
成
立
さ
せ

た
、
｝
つ
の
記
念
碑
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
①
　
田
村
氏
「
は
じ
め
に
」
注
⑫
論
文
。

　
②
　
宮
下
健
司
氏
「
村
落
の
空
間
構
造
と
世
界
観
i
長
野
県
東
筑
摩
郡
麻
績
村
梶
浦

　
　
を
対
象
と
し
て
一
」
（
『
信
濃
』
三
六
－
一
　
一
九
八
四
年
）
、
二
三
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
七
年
五
月
一
　
五
日
稿
了
）

　
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
一
九
八
六
年
八
月
、
三
浦
つ
づ
ら
お
荘
で
行
わ
れ
た
、

中
世
史
サ
マ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
「
中
世
菅
浦
の
耕
地
・
集
落
・
道
」

と
題
し
て
行
っ
た
報
告
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
席
上
、
い
た
だ
い
た

御
助
言
・
御
批
判
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
｛
叩
立
長
浜
い
概
雁
巾
人
離
け
物
館
瀞
†
輩
一
員
補
　
　
長
浜

中世菅浦における村落領域構成（太田）
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